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（１）面積等
（令2.12.31現在）

17国調 22国調 27国調
住民基本

台帳
R2.12.31

22国調 27国調

釧 路 市
1,363.29 190,478 181,169 174,742 165,667 128.2 156,092 81,015 82,078

釧 路 町
252.66 21,855 20,526 19,833 19,392 78.5 10,923 8,098 8,119

厚 岸 町
739.27 11,525 10,630 9,778 9,064 13.2

－
4,278 4,115

浜 中 町
423.63 7,005 6,511 6,061 5,664 14.3

－
2,344 2,325

標 茶 町
1,099.37 8,936 8,285 7,742 7,424 7.0

－
3,365 3,281

弟 子 屈 町
774.33 9,023 8,105 7,758 6,937 10.0

－
3,632 3,509

鶴 居 村
571.80 2,672 2,627 2,534 2,520 4.4

－
979 1,026

白 糠 町 773.13 10,397 9,294 8,068 7,539 10.4
－

3,896 3,609

合 計
5,997.48 261,891 247,147 236,516 224,207 41.2 167,015 107,607 108,062

世帯数

分類不能

就業人口 構成比 就業人口 構成比 就業人口 構成比 就業人口

釧 路 市
94,055 74,840 1,679 2.2 13,682 18.3 54,775 73.2 4,704

釧 路 町
9,634 10,145 766 7.6 2,004 19.8 7,176 70.7 199

厚 岸 町
4,344 5,535 1,686 30.5 1,214 21.9 2,615 47.2 20

浜 中 町
2,490 3,745 1,887 50.4 613 16.4 1,243 33.2 2

標 茶 町
3,663 3,953 1,262 31.9 494 12.5 2,178 55.1 19

弟 子 屈 町
3,801 3,958 594 15.0 582 14.7 2,768 69.9 14

鶴 居 村
1,198 1,230 421 34.2 115 9.3 690 56.1 4

白 糠 町 4,074 3,894 539 13.8 1,215 31.2 2,127 54.6 13

合 計
123,259 107,300 8,834 8.2 19,919 18.6 73,572 68.6 4,975
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人口集中
地区人口
27国調

世帯数

産業別就業者数27国調

住民基本
台帳

R2.12.31
総数

第1次 第2次 第3次

Ⅰ　概　要

１．市町村の概況

　面　　積
R1.10.1

(国土地理
院調査)㎢

人口（人）
人口密度
27国調
人／㎢



（２）地域指定等
（令2.12.31現在）

過
疎

辺
地

山
村

離
島

豪
雪

産
炭

議
員
災
害

退
職
手
当

基
金
管
理

し
尿
処
理

ご
み
処
理

公
立
大
学

消
防
事
務

滞
納
整
理

消
費
生
活
相
談

釧 路 市 H17.10.11 〇 〇 △ ○ ○ ○ ○ ○

釧 路 町 S55.4.1 〇 △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

厚 岸 町 M33.7.1 〇 〇 △ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

浜 中 町 S38.8.1 〇 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

標 茶 町 S25.11.1 〇 △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

弟 子 屈 町 S22.7.1 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

鶴 居 村 S12.4.1 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

白 糠 町 S25.11.1 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

合 計 ― 7 4 6 1 8 4 7 7 7 2 6 8 6 7 8

『過疎』 ～ 過疎地域自立促進特別措置法(平成12年法律第15号)第２条第２項の規定に基づき公示された
過疎地域をその区域とする市町村

『辺地』 ～ 辺地に係る公共的施設の総合整備のための財政上の特別措置等に関する法律(昭和37年法律第88号)
第２条第１項の規定に基づく辺地を有する市町村

『山村』 ～ 山村振興法(昭和40年法律第64号)第７条第４項の規定に基づき公示された振興山村を有する市町村

『離島』 ～ 離島振興法(昭和28年法律第72号)第２条第２項の規定に基づき公示された離島振興対策実施地域を
有する市町村

『豪雪』 ～ 豪雪地帯対策特別措置法（昭和37年法律第713号）第２条第１項の規定に基づき指定され、
同法同条第３項の規定に基づき公示された、豪雪地帯を有する市町村（北海道は全市町村が対象）

『産炭』 ～ 北海道産炭地域産業振興方針（平成１９年３月）に基づき指定された市町村（釧路産炭地域）

　※ 注　 山村欄の△は、当該市町村の一部の区域において、振興山村を有する市町村を示す

市 町 村 制
施 行
年 月 日

地域開発等の指定状況
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現
在

鶴

居

村

白

糠

町

釧

路

市

釧

路

町

厚

岸

町

浜

中

町

標

茶

町

弟

子

屈

町

平
成

阿寒町、音別
町と合併

釧路市、音別
町

と合併

釧路市、阿寒
町

と合併

(17.10.11) (17.10.11) (17.10.11)

釧路町
(町制施行）

太田村の一部
（茶安別地
区）編入

阿寒町
(町制施行）(55.4.1)

(30.4.1) (32.1.1)

(34.1.1.)

(38.8.1) (25.11.1) (22.7.1) (15.4.1) (25.11.1)

(24.10.10 (30.1.1) (30.4.1)
音別町

(町制施行)

浜中町
(町制施行)

標茶町
(町制施行）

弟子屈町
(町制施行)

阿寒村
(１級町村制)

白糠町
(町制施行)

釧路村（合
併）

太田村の一部
（本村地区）

編入

(4.8.5) (18.4.1) (12.6.5) (24.10.10
(12.4.1)

音別村
（尺別村改称)

(11.8.1) (11.4.1)

昭
和

標茶村
(熊牛村を改

称)

弟子屈村
(１級町村制)

阿寒村
(舌辛村を改

称)

鶴居村
(舌辛村から分

離）
(２級町村制)

大楽毛の一部
を釧路市に分

割
鳥取町と合併
白糠村の一部

編入

(12.4.1) (4.4.1) (4.4.1)
(9.7.1)

尺別村
(２級町村制)

(8.4.1)

弟子屈村
（２級町村制）

舌辛村
（２級町村制)

白糠村
(２級町村制)

尺別村
戸長役場     (白
糠村から　　分

離）
(9.7.1) (8.4.1) (12.4.1) (8.4.1) (12.4.1) (12.4.1)

(39.4.1) (36.6)

大
正

釧路区
(区制施行)

釧路村
(釧路町から分村）

（２級町村制）

昆布森村
(２級町村制)

厚岸町
（２級町村制）

浜中村
（１級町村制）

熊牛村
（２級町村制）

釧路市
(市制施行）

釧路町
（１級町村制）

厚岸町
（１級町村制）

熊牛村外２ヶ村
戸長役場

（弟子屈村、屈
斜路村を分離）

弟子屈村外１ヶ村

戸長役場
白糠村外２村

戸長役場

浜中村
（２級町村制）

(33.7.1) (33.7.1) (36.8) (41.4.1)

熊牛村外４ヶ村
戸長役場

舌辛村外3村
戸長役場

白糠外６村
戸長役場

(13.7.15) (13.7.15) (12.7.1) (18.7) (21.5.16) (17.12.25）

4

２．市町村のあゆみ

明
治

米町戸長役場
昆布森他２ヶ村

戸長役場
榊町戸長役場

厚岸戸長役場

(24.3.28)

霧多布村外１町
４村戸長役場

(19～）
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３ 市町村の概要 

 

（令 3.1.1 現在） 

北海道釧路総合振興局 

釧路市 

   釧路郡 釧路町 

   厚岸郡 厚岸町 浜中町 

   川上郡 標茶町 弟子屈町 

   阿寒郡 鶴居村 

   白糠郡 白糠町 

〒085-8588 釧路市浦見２丁目２番５４号 

TEL(0154)43-9142 FAX(0154)42-2116 

〔面積〕 

〔世帯数〕 

〔人口〕 

5,997.47平方キロ 

123,260世帯 

224,208人 

〔沿革〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 釧路国の開発は遠く寛永年間に始まっている。寛永年間の初めに、松前藩が今日の白糠、釧路（久

寿里）、厚岸、霧多布に交易所を設けて四場所とし、厚岸・霧多布・久寿里の三場所は松前藩主の直領

、白糠は同藩の給所であったが、寛永１２年（１６３５年）に幕府の直轄となると、各地に通行屋を

設けた。 

 文化元年（１８０４年）に東蝦夷地鎮護のため、厚岸に国泰寺を建てた。文政４年（１８２１年）

再び松前藩に復し、安政元年（１８５４年）再び幕府の直轄となり、同年厚岸を仙台藩に賜った。明

治２年７月開拓使が設置され、翌８月釧路国に厚岸・釧路・川上・阿寒・足寄・網尻・白糠の七郡が

設置された。 

 明治１２年７月に郡区町村編制法により大小区画し、さらに郡区町村を編成し、厚岸・釧路・白糠

・阿寒・足寄・川上・網尻郡役所を厚岸に設置したが、明治１４年７月網尻郡が北見国網走郡に編入

し、明治１５年２月の三県の設置により根室県に属した。明治１８年５月釧路外四郡を分割して釧路

・阿寒・白糠・足寄・川上郡役所を釧路に設置し、明治１９年１月三県が廃止され、明治２０年６月

十勝外六郡を加え、明治２２年１月川上郡役所を分離したが、明治２４年３月厚岸郡役所及び川上郡

役所を加え、明治３０年７月十勝外六郡を割き釧路・白糠・足寄・阿寒・川上・厚岸郡役所とした。 

 同年１１月に郡役所制度が廃止され、釧路支庁を設置した。大正９年７月釧路区の設置により分離

し、大正１１年８月釧路区の市制施行により、釧路支庁を釧路国支庁と改称した。 

 昭和２３年１０月足寄郡を十勝支庁に分離、昭和２４年１０月鳥取町の全部、白糠町の一部（大楽

毛）を割いて釧路市に合併し、昭和３２年４月釧路国支庁を釧路支庁と改称した。 

 昭和５５年４月釧路村の町制施行により、所管区域は１市８町１村（釧路市・釧路町・厚岸町・浜

中町・標茶町・弟子屈町・阿寒町・鶴居村・白糠町・音別町）となったが、平成１７年１０月釧路市

・阿寒町・音別町の市町村合併により１市６町１村となる。 

 平成２２年４月１日に北海道総合振興局及び振興局の設置に関する条例が施行され、釧路支庁を釧

路総合振興局と改称した。 

 平成２７年度には大地震時における行政機能を確保するため、本庁舎の耐震工事を行った。 
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（令 3.1.1 現在） 

釧路市（くしろし） 

 〒085-8505 釧路市黒金町７丁目5番地 

TEL(0154)23-5151 FAX(0154)22-4473 

阿寒町行政センター 〒085-0292 釧路市阿寒町中央１丁目４番１号 

TEL(0154)66-2121 FAX(0154)66-3959 

音別町行政センター 〒088-0192 釧路市音別町中園１丁目134番地 

TEL(01547)6-2231 FAX(01547)6-2434 

〔面積〕 

〔世帯数〕 

〔人口〕 

〔市制施行年月日〕 

1,363.29平方キロ 

94,055世帯 

165,667人 

平成１７年１０月１１日 

〔市名の由来〕 

 

 

 

 釧路の語源はアイヌ語から転訛したものであるが、通路・越路（交通の要所）を意味する「クシュ

ル」、咽喉を意味する「クッチャロ」、薬（＝温泉）を意味する「クスリ」、通り抜けられる川を意

味する｢クシベツ｣、｢クシナイ｣であると説がわかれ、定説はない。 

〔市章の由来〕 

 

 

 

 外側は北極星を、内の丸はクシロを意味する腕輪で、北海道を象徴する北極星に囲まれ、釧路市が

栄えることを祈って作られた。（大正９年、旧釧路市において制定。平成１７年１０月１１日、新釧

路市に継承） 

〔市の歴史〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 旧釧路市では、寛永年間に松前藩が「クスリ場所」と呼ぶ漁場を開設し、寛政１１年には東蝦夷地

が江戸幕府直轄となりこの地の開発がすすんだ。明治３年佐野孫右衛門が東北地方等から移住者を召

募し１７４戸６３７人が定着した。 

 旧阿寒町では、明治２１年に阿寒郡各長役場が設置され、当時の戸数は４０戸余であった。明治３

６年、舌辛において石炭採掘が開始されるに伴い人口も増加。大正９年、雄別炭礦の操業が開始され

、人口規模も大きくなった。 

 旧音別町では、約７００年前からアイヌの人たちが集落を形成し、寛政年間には江戸幕府による開

発が始まった。明治３８年には鉄道が開通し移住者が増えた。 

 そして、平成１７年１０月１１日、釧路市、阿寒町、音別町が新設合併し、新生「釧路市」が誕生

。農林水産業、紙パルプ、石炭、医薬品製造業などの各産業と豊かな自然の恵みが融和した、活力あ

る東北海道の拠点都市を目指している。 

〔沿革〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

明治１３年 

明治２１年 

明治３３年 

大正 ４年 

大正１１年 

昭和１２年 

昭和２４年 

昭和３２年 

昭和３４年 

米町戸長役場が開庁する。（釧路） 

舌辛村外３ヶ村戸長役場が設置される。（阿寒） 

釧路村に町制が施行され、釧路町が誕生する。 

尺別戸長役場が設置され、白糠村から分村する（音別） 

釧路区に市制が施行される。尺別村が音別村と改称される。 

舌辛村が阿寒村と改称される。 

釧路市と鳥取町及び白糠村の一部が合併する。 

阿寒村に町制が施行される。 

音別村に町制が施行される。 
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 平成１７年 釧路市、阿寒町、音別町が合併し新生「釧路市」が誕生する。 

〔市政の歩み〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

昭和 ９年 

昭和２７年 

昭和３５年 

昭和４０年 

昭和４４年 

昭和５１年 

昭和５３年 

昭和５４年 

昭和５５年 

昭和５８年 

昭和５９年 

昭和６１年 

昭和６２年 

昭和６３年 

平成 元年 

 

平成 ２年 

平成 ３年 

平成 ４年 

平成 ５年 

 

平成 ６年 

平成 ７年 

平成 ８年 

 

平成 ９年 

 

平成１１年 

平成１２年 

 

平成１４年 

平成１５年 

平成１６年 

平成１７年 

平成１９年 

平成２０年 

平成２１年 

平成２４年 

平成２６年 

平成２７年 

平成２８年 

平成２９年 

平成３０年 

阿寒湖が大雪山と共に道内初の国立公園となる。 

タンチョウ、阿寒湖のマリモが国の特別天然記念物になる。 

釧路空港が開港する。 

現市庁舎完成。 

水揚量が初めて全国一を記録。 

第５代目幣舞橋完成。㈱大塚製薬工場が操業開始。 

釧路市東京事務所開設。阿寒湖のマリモ展示観察センター落成。 

釧路市民文化会館竣工。国設阿寒湖畔スキー場オープン。 

大塚食品工業㈱が操業開始。 

春採アイスアリーナ、博物館完成。 

市立釧路総合病院移転新築完成。湿原展望台完成。 

西港大橋完成。 

釧路湿原国立公園指定。大規模運動公園陸上競技場オープン。 

釧路公立大学開学。音別町パークゴルフ場オープン。 

釧路フィッシャーマンズワーフ（MOO・EGG）、サークルハウス赤いベレーオープン。 

精神薄弱者更正施設「おんべつ学園」開園。 

鳥取コミュニティセンターオープン。精神薄弱者更正施設「第二おんべつ学園」開園。 

布伏内コミュニティセンターオープン。 

生涯学習センター、音別町ふれあい図書館オープン。 

観光国際交流センターがオープンし、ラムサール条約締結国会議が開催。 

東部地区コミュニティセンターオープン。 

仁々志別多目的センターオープン。 

音別町森林体験交流センターオープン。 

農村都市交流センター（山花温泉リフレ）、釧路アイスアリーナ（丹頂アリーナ）、 

阿寒国際ツルセンターオープン。 

市民防災センターオープン。阿寒町保健福祉サービス複合施設「ひだまり」新設。 

音別町｢やすらぎ通信｣供用開始。 

釧路港開港１００年。釧路市・鳥取町合併５０周年。 

音別町体験学習センター｢こころみ｣オープン。 

中部地区コミュニティセンターオープン。 

釧路工業技術センター、阿寒湖畔エコミュージアムセンターオープン。 

鉄北大橋完成。 

釧路市民活動センター「わっと」オープン。 

こども遊学館オープン。 

西消防署音別支署・音別町コミュニティセンターオープン。 

総合体育館「湿原の風アリーナ釧路」オープン。 

阿寒湖まりむ館オープン。 

阿寒湖アイヌシアター「イコロ」オープン。 

音別町行政センター新庁舎完成。 

防災庁舎完成。 

道東自動車道 白糠ＩＣ～阿寒ＩＣ開通 

「阿寒国立公園」の名称が「阿寒摩周国立公園」に変更される。 

釧路市中央図書館オープン。 
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（令3.1.1現在） 

釧路町（くしろちょう） 

 

 

 

 

 

 

〒088-0692 釧路郡釧路町別保１丁目１番地 

TEL(0154)62-2111 FAX(0154)62-2713 

 

〔面積〕 

〔世帯数〕 

〔人口〕 

〔町制施行年月日〕 

252.66平方キロ 

9,634世帯 

19,392人 

昭和５５年４月１日 

〔町名の由来〕 

  旧釧路町（現在の釧路市）から分村し、釧路村となり、町制施行により釧路町となった。 

〔町章の由来〕 

 

 

 片仮名「ク」四つでくし
．．

、中央片仮名「ロ」で釧路町の町名をあらわす。全体の形は古銭をかたち

どり所謂お宝で将来裕福町村を象徴したものである。 

〔町の歴史〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 江戸時代より、当町の海岸部は昆布や鰊の出産地として重要な地域であり、明治3年に開拓史の管轄

の下で、釧路漁場持佐野孫右衛門が秋田・青森などから移民を募り、漁業に当たらせた。これが当町

における漁村集落のはじまりとされている。 

 一方、内陸部では明治23年山県牧場の開設をはじめとして移住が相次ぎ、畜産や野菜の栽培が行わ

れた。その後、明治30年に土地貸付及び入植が開始され、当町は本格的な開拓の時代に入る。 

 また、明治9年にライマンらにより当地方の石炭埋蔵が発見され、本格的な営業採炭が始まる明治30

年代から昭和40年代まで、石炭産業は当町の主要産業となっていった。 

 大正9年には、いまの釧路市より分村し釧路村ができ、その後昭和30年に釧路村と昆布森村が合併し

、現在の釧路町の原形となる。 

 昭和40年代には、水面貯木場の完成に伴い近隣に木工団地が開かれ、さらに大規模な宅地造成によ

り人口は増加を続け、昭和55年に町制を施行する。昭和60年代以降、大規模小売店舗と呼ばれる大型

店が相次いで進出し、現在では道東地方を代表する国道沿道型の商業施設集積地区となっている。 

〔沿革〕 

 

 

 

 

 

 

明治13年７月15日 

大正８年４月１日 

大正９年７月１日 

昭和30年１月１日 

昭和49年９月１日 

昭和55年４月１日 

昆布森、跡永賀、仙鳳趾の３村をもって戸長役場を昆布森に設置 

２級町村制施行、昆布森村を設置 

釧路町（現釧路市）の区制施行の際分村し２旧町村制を施行、釧路村とする。 

釧路村と昆布森村を廃止し、釧路村を置く。 

釧路市と境界決定 

町制施行 

〔町政の歩み〕 

 昭和２４年 

昭和２８年 

昭和３４年 

昭和４１年 

昭和４３年 

昭和４４年 

昭和４５年 

昭和４７年 

昭和５１年 

昭和５２年 

昭和５３年 

太平洋炭鉱別保坑が閉鎖される。 

保安隊（現陸上自衛隊）駐屯地開設。 

役場庁舎新築落成。 

水面貯木場完成公用開始。 

昆布森沿岸地区厚岸道立自然公園に編入。 

昆布森漁港開港。 

釧路村消防団庁舎新築完成。 

雪裡総合研修所新築落成（雪裡支所開設）。栄和産業（株）深山炭鉱閉山。 

仙鳳趾地区集落整備事業完了。 

公共下水道事業着工。 

道立釧路東高等学校開校。 
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昭和５４年 

 

昭和５５年 

昭和５７年 

 

昭和５８年 

昭和５９年 

昭和６０年 

昭和６１年 

昭和６２年 

昭和６３年 

平成 元年 

平成 ４年 

平成 ５年 

平成 ６年 

平成 ７年 

平成 ８年 

平成 ９年 

平成１０年 

平成１１年 

平成１２年 

平成１３年 

平成１４年 

平成１７年 

平成１８年 

平成１９年 

平成２１年 

 

平成２２年 

 

平成２３年 

 

 

 

 

 

平成２４年 

 

 

 

平成２５年 

 

平成２６年 

平成２７年 

 

平成２８年 

平成２９年 

 

富原小学校開校。達古武小中学校閉校。 

第1回村民長ぐつアイスホッケー大会開催。 

富原中学校開校、別保小学校新校舎落成。 

釧路町運動公園完成。遠矢小学校新校舎落成。釧路町コミュニティセンター落成。 

町民憲章制定。 

上別保地区団体営土地改良整備事業完成。釧路町漁民センター落成。 

跡永賀冬窓床集落移転事業完了。別保中学校校舎落成。 

東遠野小中学校閉校式。 

仙鳳趾中学校閉校。川北橋完成。第1回全道長ぐつアイスホッケー選手権大会開催。 

釧路湿原国立公園指定。 

遠矢中学校新校舎落成。役場庁舎新築落成。町の花・木・鳥決定。 

釧路町水泳プール落成。 

株式会社釧路町振興公社設立。 

別保公園完成。達古武オートキャンプ場完成。 

遠矢コミュニティセンター落成。 

釧路町総合体育館落成。 

釧路消防遠矢支署落成。 

釧路町森林公園完成。 

パークゴルフ場「ぱぁ～く１０８」完成。富原大通会館落成。 

とおや交流館１０８落成。 

釧路町ふるさと陶芸館落成。栄町団地集会所落成。 

釧路町昆布森小学校校舎落成。 

釧路町保健福祉センター「あいぱーる」落成。 

別保コミュニティマーケット落成。 

遠矢コレクティブセンター「ピュア遠矢」落成。 

釧路消防署落成。 

仙鳳趾小学校閉校 

釧路町学校給食センター落成。 

釧路市・釧路町定住自立圏協定締結 

町制施行３０周年記念式典実施 

東北地方太平洋沖地震に伴う津波により、漁業施設などが大きな被害を受ける。 

むつみ保育所が民営化し、むつみ保育園となる。 

町と釧路市が水道事業の統合に関する基本協定を締結する。 

子育てサポートセンターが開設される。 

昆布森はまなす保育所が昆布森小学校内に移転する。 

道道釧路環状線東陽～武佐間が開通する。 

水産複合施設が完成する。 

遠矢コミュニティセンターが公民館に変わる。 

障がい者虐待防止センターが開設される。 

釧路町・弟子屈町・白糠町の３町共同運用による戸籍事務電算化開始。 

釧路町地産地消センター「ロ・バザール」開業。 

台風18号の記録的豪雨により、役場庁舎への浸水など大きな被害を受ける。 

子鳩保育所閉所 

子育て支援拠点施設（つくし保育所・子育て支援センター・児童発達支援センター）   

落成。 

釧路外環状道路釧路東ＩＣが開通する。 

釧路町コミュニティセンター内に地域交流スペースが開設される。 
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平成３１年 

 

 

令和 ２年 

釧路外環状道路別保 IC が開通。 

釧路町木場本通・仲通が開通。 

釧路町交流プロムナードが開設。 

町制施行40周年を迎える。 

デマンドバスの運行を開始する。 
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（令 3.1.1 現在） 

厚岸町（あっけしちょう） 

 

 

 

 

 

 

〒088-1192 厚岸郡厚岸町真栄3丁目1番地 

TEL(0153)52-3131 FAX(0153)52-3138 

〔面積〕 

〔世帯数〕 

〔人口〕 

〔町制施行年月日〕 

739.27平方キロ 

4,344世帯 

9,064人 

明治３３年７月１日 

〔町名の由来〕 

 

 

 

 

 

 厚岸の語源については納沙布日誌によれば「厚岸は同場所の惣名と成とも本地の所は潤の北岸に在

地基訳土人が衣服になす木皮を剥に多しとの儀にて本名アツニケウシ」とアツニケウシの転訛説をと

っており、蝦夷風俗彙纂も「厚岸は夷語アッケウシなり。アッはあつし皮、ケは剥、ウシは所なり」

とアッケウシの転訛説で大体前同様である。また「アツケシとは牡蛎の場を意味し牡蛎の漁場に因め

るものなり」との説もある。 

〔町章の由来〕 

 

 

 

 

 

片仮名のアの字の図案化により 

 １．全体を丸でまとめて全町民の融和と協調を希い、 

 ２．大空を指向する鋭角による三角型は将来への躍進の意気を示す。 

 ３．三個の丸を重ねて農林、水産、商工の産業を意味し、 

 ４．巴は厚岸湾形の象徴による郷土愛の表現である。 

〔町の歴史〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 古来東北海道におけるアイヌ民族の首都として遠く源を発し、その開発は、およそ約３００年前の

寛永年間に幕府がアッケシ場所を開設して以来、運上屋の所在地として松前藩の直領となった時から

始まる。 

 文化元年（１８０４）徳川幕府は、外敵防護と夷人慰撫のため厚岸に国泰寺、有珠に善光寺、様以

に等樹院の三官寺を建立した。その後幾変遷、明治２年（１８６９）蝦夷は北海道と改称され、それ

から佐賀藩の移民、屯田兵の入地、その他の移住があって順次戸口を増し、明治３３年一級町村制の

施行とともに厚岸町が誕生して今日に至っている。 

 この間、昭和３０年太田村南半分を編入合併し、新町建設計画をたて、町の進展施策をすすめ、特

に第三種漁港の整備、酪農業の推進、教育文化の充実など限りない躍進を続けているが、これを顕著

にしたものは、厚岸大橋の実現である。 

〔沿革〕 

 

 

 

 

明治24年３月28日 

明治33年７月１日 

大正12年４月１日 

昭和30年４月１日 

戸長役場の設置 

北海道１級町村制施行 

北海道２級町村制施行（太田村） 

太田村の一部（本村地区）を編入 

〔町政の歩み〕 

 寛 永 年 間 

文化 元年 

明治１２年 

明治２３年 

昭和１１年 

昭和１６年 

昭和２５年 

昭和３０年 

昭和３３年 

松前藩、アッケシ場所を開設。 

厚岸に国泰寺を建立。 

湾月町に朝曦小学校を設置、開校する。（厚岸小学校の前身） 

道庁令により太田村を設着。諸県の士族４４０戸を屯田兵として移住させる。 

町立厚岸病院を新設。 

湾月町に道立厚岸水産学校設置。（昭和２３年水産高等学校となる）。 

町制施行５０周年記念式典を挙行。 

太田村南半分を編入合併。 

厚岸町役場庁舎を真竜町に移転新築。 
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昭和３７年 

昭和４２年 

昭和４７年 

昭和４８年 

昭和４９年 

昭和５３年 

昭和５４年 

昭和５５年 

昭和５６年 

昭和５７年 

昭和６１年 

昭和６３年 

平成 元年 

 

平成 ２年 

平成 ３年 

 

平成 ４年 

 

平成 ５年 

 

平成 ６年 

 

平成 ７年 

平成 ８年 

 

平成１０年 

平成１１年 

 

平成１２年 

 

 

 

平成１７年 

平成１８年 

平成２１年 

平成２２年 

平成２３年 

平成２４年 

平成２７年 

 

平成２８年 

 

 

平成２９年 

平成３０年 

令和 元年 

 

白浜町に町立厚岸潮見高等学校（全日制）を設置。（昭和３９年道立となる。） 

郷土館オープン。 

厚岸大橋完成。 

国泰寺跡地が国の史跡に指定される。 

太田屯田兵屋が北海道の有形文化財に指定される。 

勤労者体育センターオープン。 

B＆G海洋センター体育館、艇庫オープン。 

中央公民館オープン。 

宮園公園テニスコート、特別養護老人ホーム心和園オープン。 

オーストラリア、クラレンス自治体と姉妹都市を結ぶ。 

宮園公園野球広場オープン。 

海事記念館新築落成。役場庁舎新築落成。 

厚岸町開基１９０年記念式典並びに、厚岸町役場庁舎等落成式挙行。 

宮園公園野球場オープン。 

温水プールオープン。 

山形県村山市と友好都市提携。 

太田屯田開拓記念館・在宅老人デイサービスセンターオープン。 

下水道工事着工。 

宮園公園スケートリンクオープン。 

北海道立厚岸少年白然の家開所。 

厚岸湖・別寒辺牛湿原ラムサール条約登録湿地認定。 

厚岸味覚ターミナル「コンキリエ」オープン。 

オーストラリア、クーラガング湿原と姉妹湿地提携。 

水鳥観察館オープン。 

情報館オープン、町立厚岸病院改築。 

きのこ菌床センターオープン。 

宮園公園ゲートボール場オープン。 

カキ種苗センターオープン。 

宮園公園パークゴルフ場オープン。 

保健福祉総合センターオープン。 

町制施行１００周年記念式典を挙行。 

シングルシード方式のカキ初出荷。 

上尾幌学びやま公園パークゴルフ場オープン。 

国泰寺日鑑記などが蝦夷三官寺関係資料として国の重要文化財に指定。 

真龍小学校改築。 

道立厚岸水産高等学校と道立厚岸潮見高等学校が統合し、道立厚岸翔洋学校として開校 

町制施行１１０周年記念式典を挙行。 

学校給食センター移転新築 

厚岸町介護老人保健施設オープン 

厚岸町太田活性化施設「らくとぴあ」オープン。 

厚岸町公式キャラクター「うみえもん」誕生 

厚岸蒸溜所落成。厚岸ウイスキー製造開始。 

ホタテ盤人工種苗牡蠣「弁天かき」初出荷。 

「あっけし極みるく65」初出荷。 

「あっけし極みるくソフトクリーム・あいす」販売開始。 

厚岸ウイスキー「ニューボーン」第１弾・第２弾販売。 

厚岸ウイスキー「ニューボーン」第３弾・第４弾販売。 

防災行政無線戸別受信機のデジタル化実施。 
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令和 ２年 町制施行１２０周年記念式典を挙行。 

シングルモルトウイスキー「サロルンカムイ」、「寒露」の２種類発売。 

真竜保育所と宮園保育所が統合し、しんりゅう保育所として開所。 



14 
 

 

（令 3.1.1 現在） 

浜中町（はまなかちょう） 

 
 
 
 
 
 

〒088-1592 厚岸郡浜中町湯沸４４５番地 
TEL(0153)62-2111 FAX(0153)62-2229 

〔面積〕 
〔世帯数〕 
〔人口〕 
〔町制施行年月日〕 

423.63平方キロ 
2,490世帯 
5,664人 
昭和３８年８月１日 

〔町名の由来〕 

 
 
 

 浜中の発祥地（現在の榊町付近）が海岸線約５６ｋｍの砂浜の中央に位置していた。この砂浜（榊
町から暮帰別にかけての海岸）をアイヌ語で「オタノシケ」とよんだ。砂浜の真中の意をとって浜中
としたものである。 

〔町章の由来〕 

 
 
 

 ハ・マの二字を組み合わせ、ハを円形にして浜中・琵琶瀬両湾を形どりあわせて農漁の二大産業に
支えられる町の現勢を表徴するとともに町民の和を、マは鋭く天を指して、町勢の限りなき発展を表
現している。 

〔町の歴史〕 

 
 
 
 
 
 
 
 

 浜中町は、寛永年間に創り、明治２年佐賀藩の１２戸の農士民が移住、またこの年福山、陸奥、函
館から２９戸８１人の漁民を募り住まわせたのが定住者のはじめとなった。明治３９年霧多市外１町
４ヶ村をあわせて浜中村とし、その後大正６、７年頃より農業移民が入り始め、昭和３０年茶内原野
を中心として高度集約酪農経営地帯の指定、ジャージー種の導入、同３１年姉別原野が営農モデル地
区の指定を受けた。また漁業では、昭和２２年霧多布港の築設工事着手、同３１年には散布が魚田開
発基地に指定、さらに３８年には琵琶瀬漁港の築設工事着手と基盤整備が進められた。この間、昭和
２７年十勝沖地震、３５年チリ沖地震の大災害を受けたが、昭和３８年８月町制施行以来、産業基盤
の整備、教育文化等の諸施設の整備を進めながら豊かで、活気にみちた町づくりを目指している。 

〔沿革〕 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

寛永年間 

寛政年間 

明治２年 

明治４年 

明治５年９月 

明治12年７月 

明治17年 

 

明治19年 

明治３９年４月１日 

大正８年４月１日 

昭和38年８月１日 

昭和38年８月１日 

松前藩の霧多布場所設置 

松前藩の霧多布場所廃止 

佐賀藩の支配地となる 

開拓使の直轄となる 

根室支庁設置によりその所管となり、榊町に浜中出張所開設 

郡区編成法実施、榊町に戸長役場を設置 

榊町戸長役場を廃し、浜中を後静、琵琶瀬、霧多布、散布の４村に分割。厚岸郡役所霧

多布出張所を設置 

根室県廃止により、郡役所出張所廃し、霧多布外１町４村戸長役場を設置 

霧多布外１町４村を併せ浜中と改称、２級町村制施行 

１級町村制施行 

根室市との境界変更 

町制施行 

〔町政の歩み〕 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

大正１５年 

昭和 ５年 

昭和 ６年 

昭和２２年 

昭和２３年 

昭和２７年 

昭和２８年 

昭和３５年 

昭和３６年 

昭和４９年 

昭和５３年 

昭和５５年 

昭和５６年 

昭和５７年 

東洋捕鯨（株）事業所開設。 

北海道煉乳組合茶内集乳所開設。 

浜中漁業組合設立。 

浜中村役場茶内支所開設。 

浜中村役場浜中支所開設。 

十勝沖地震災害発生。 

霧多布高等学校開校。 

チリ地震津波災害発生。 

霧多布大橋永久橋完成。 

上水道事業西円朱別浄水場完成。 

開基１００年記念式典。 

小・中学校全体の完全給食開始。 

雪印乳業（株）茶内工場閉鎖。 

高梨乳業北海道工場操業開始。霧多布小学校第２期工事着手。 
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 昭和５８年 

昭和５９年 

昭和６０年 

昭和６１年 

昭和６２年 

 

昭和６３年 

 

平成 元年 

平成 ２年 

 

平成 ３年 

 

平成 ４年 

 

 

平成 ５年 

 

平成 ６年 

 

平成 ７年 

 

平成 ８年 

 

平成 ９年 

 

平成１０年 

 

 

 

 

 

平成１１年 

 

 

 

平成１２年 

 

 

 

 

平成１３年 

平成１４年 

 

 

平成１５年 

 

 

平成１６年 

 

平成１７年 

 

 

平成１８年 

平成２０年 

 

平成２１年 

平成２２年 

平成２３年     

平成２４年 

茶内中学校改築工事。浜中町農業者トレーニングセンター完成。 

勤労青少年ホーム完成。 

浜中町斎場完成。浜中中学校新校舎完成。 

浜中町運動広場完成。散布小・中学校校舎完成。 

浜中町総合文化センター完成。榊町小学校舎改築完成。 

町民温水プール完成。 

姉別農村環境改善センター建設。 

浜中町多目的グランド・スケートリンク完成。 

浜中町衛生センター完成。 

浜中町総合体育館完成。 

茶内小学校改築完成。西円朱別小学校改築完成。 

姉別統合保育所完成。 

浜中農村環境改善センター（役場浜中支所併設）完成。 

霧多布高等学校校舎改築完成。 

浜中町シルバースポーツセンター完成。 

円朱別小学校校舎及び講堂防音改築完成。パークゴルフ場完成。 

霧多布湿原センター完成。浜中診療所新築工事完成。 

茶内第三小学校防音改築完成。釧路沖地震災害。 

防災行政無線設置。奔幌戸小学校校舎改築完成。 

霧多布高等学校体育館改築完成。北海道東方沖地震災害。 

清掃車両管理車庫新築完成。茶内第一小学校防音改築完成。 

防災行政無線戸別受信子局設置。浄化槽汚泥等処理施設完成。 

貰人小学校校舎改築完成。 

下水道事業着手。廃棄物最終処分場埋立地造成着手。 

姉別小学校校舎改築完成。 

津波防災ステーション事業着工。 

丸山散布地区コミュニティセンター。 

漁田開発資料館完成。 

一新会館完成。 

廃棄物最終処分場完成。 

浜中中学校体育館改築完成。 

浜中町120周年。町政施行35周年記念式典挙行。 

霧多布中学校屋内体育館改築完成。 

貰人会館新築工事完成。 

散布公営住宅新築工事完成。 

ふれあい交流・保養センター「霧多布温泉ゆうゆ」完成。 

道営中山間総合整備事業着手。 

浜中小学校屋内体育館改築工事完成。 

姉別公営住宅新築工事完成。 

特定環境保全公共下水道一部供用開始。 

ふれあい交流・保養センター風力発電施設完成。 

姉別小学校屋内体育館改修工事完成。 

国営環境保全型かんがい排水事業着工。 

道営中山間活性化施設完成。 

津波防災ステーション整備事業完成。 

中山間活性化施設「MO-TTOかぜて」完成。 

地場産品振興促進施設完成。 

琵琶瀬小学校校舎新築完成。 

茶内クリーンセンター完成。 

公営住宅新築工事１棟12戸（霧多布団地）。 

榊町会館新築工事完成。 

公営住宅新築工事１棟４戸（霧多布団地）。 

防災行政無線デジタル化工事着手。 

地域包括支援センター開設。リサイクルセンター整備。 

散布クリーンセンター完成。 

散布地区漁業集落排水供用開始。 

全国瞬時警報システム設置 

公営住宅新築工事（茶内団地）完成。（１棟５戸） 

公営住宅新築工事（茶内団地H23）完成。（1棟５戸）                  

公営住宅新築工事（茶内団地H24）完成。（1棟５戸） 
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平成２４年 

 

平成２５年 

平成２６年 

平成２７年 

平成２９年 

平成３０年 

令和 元年 

令和 ２年 

 

茶内中学校特別教室増築工事完成。 

霧多布小学校体育館新築工事完成。 

茶内農村地区パークゴルフ場トイレ新築工事完成。 

公営住宅新築工事（霧多布団地H25）完成。（１棟４戸） 

公営住宅新築工事（霧多布団地H27）完成。（１棟４戸） 

浜中町学校給食センター完成。 

公営住宅新築工事（浜中団地H30）完成。（１棟４戸） 

茶内保育所改築工事完成。 

浜中町役場新庁舎完成。 
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（令 3.1.1 現在） 

標茶町（しべちゃちょう） 

 
 
 
 
 
 
 

〒088-2312 川上郡標茶町川上４丁目２番地 
TEL(015)485-2111 FAX(015)485-4111 

〔面積〕 
〔世帯数〕 
〔人口〕 
〔町制施行年月日〕 

1,099.37平方キロ 
3,663世帯 
7,424人 
昭和２５年１１月１日 

〔町名の由来〕 

 
 

 標茶は、アイヌ語「シベチャ」（大きな川の端の岡）を語源としています。明治１８年熊牛村外４
ヶ村戸長役場が設置され、昭和４年標茶村に改称したことから始まります。 

〔町章の由来〕 

 
 
 
 

 「標茶（しべちゃ）」の頭文字「し」を図案化したもので、広がる大地、たくましい創造性、住民
の和を表し無限の発展を示したものです。 
 色は黄緑で町旗の地は、えんじとしています。この町章は、昭和４３年北海道百年を記念して一般
から公募し制定されたものです。 

〔町の歴史〕 

 
 
 
 
 
 

 古来少数のアイヌが小部落を形成していたが、安政５年標茶に鮭番屋の番人を置いたのが、和人居
住の始まりである。明治５年開拓使根室支庁、同１５年根室県の所管となり、同１８年道東内陸開拓
を目的に釧路集治監を設置し道東最大の市街地を形成し、隆盛をきわめた。そのうち幾多の変遷を経
て、戦後７３０戸の開拓民を迎え、昭和３０年太田村茶安別地区を合併、その後は酪農を基幹産業と
し、同４０年乳牛１万頭、同４５年同２万頭、平成３年同４万頭を達成、本道酪農基地のホープとし
て期待されている。 

〔CIマーク（平成７年度策定）〕   

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
  釧路湿原をシンボライズしたクリエーション。中央に曲がりくねる川 
 を配し、両側のグリーンとブルーが川を抱くようにレイアウトされてい 
 る。ブルーは果てしなく広がる空と湿原にたたえられた水を表現し、グ 
 リーンは柔らかな牧草の緑をあらわしている。この２つのカラーが標茶 
 の豊かな自然を雄弁に物語る。 
 

〔沿革〕 

 
 
 
 
 
 
 
 

明治18年７月１日 
明治18年９月21日 
明治36年６月21日 
 
大正４年 
大正12年４月１日 
昭和４年８月５日 
昭和25年11月１日 
昭和30年４月１日 
昭和31年１月１日 
昭和32年１月１日 
昭和35年８月１日 

熊牛村外４ヶ村戸長役場設置 
釧路集治監設置 
熊牛村外４ヶ村のうち弟子屈村、屈斜路村を分離し、熊牛村外２ヶ村戸長役場
となる。 
熊牛原野に集団入地 
２級町村制施行、村名を熊牛村とする。 
熊牛村を標茶村と改称 
町制施行 
太田村の一部（茶安別地区）を編入 
弟子屈町と境界変更（熊牛地区を編入） 
弟子屈町と境界変更（奥オソベツ地区を分割） 
弟子屈町と境界変更（虹別荻野地区を編入） 

〔町政の歩み〕 

 昭和 ６年 

昭和２５年 

昭和２８年 

昭和４４年 

昭和４５年 

昭和４６年 

昭和４９年 

昭和５０年 

昭和５１年 

昭和５２年 

昭和５３年 

昭和５４年 

釧網線全通。 

標茶保健所設置。 

町立国保病院設置。 

開道１００年記念青少年体育センター、じん芥焼却炉建設、町旗、町章制定。 

町制施行２０年、標茶郷土館開館。 

町営バス運行開始。 

特別養護老人ホーム「やすらぎ園」開園。 

町発祥の地の碑建設。 

磯分内酪農センター落成。 

阿歴内公民館設置。 

標茶水泳プール設置、憩の家「かや沼」オープン。 

標茶町林業センター完成。 
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昭和５６年 

昭和５７年 

昭和５９年 

昭和６０年 

昭和６２年 

平成 元年 

平成 ３年 

平成 ４年 

平成 ５年 

平成 ６年 

平成 ７年 

平成 ８年 

平成 ９年 

平成１０年 

 

平成１１年 

平成１２年 

 

平成１３年 

 

平成１４年 

 

平成１５年 

 

平成１６年 

 

平成１７年 

 

平成１８年 

 

平成１９年 

 

平成２０年 

 

平成２１年 

 

平成２２年 

 

平成２３年 

 

平成２４年 

 

平成２５年 

平成２６年 

平成２７年 

平成２８年 

平成２９年 

平成３０年 

 

平成３１年・令和元年 

令和 ２年 

 

町営野球場完成、軽費老人ホーム「駒ヶ丘荘」オープン。 

標茶町総合社会福祉センター完成、町立図書館完成、標茶霊園完成。 

農業者トレーニングセンター完成。 

町民憲章制定。町民憩の広場完成。行政施行百年記念式典。 

釧路湿原国立公園指定。公共下水道供用開始。 

第４４回国体炬火採火式開催。 

町武道館完成。 

標茶町全天候型多目的町民ふれあいプラザ「ゆう」落成。 

「標茶町デイサービスセンター」オープン。 

コンベンションホール「ういず」落成。 

標茶町野外アリーナ「ＪＯＹ」落成。 

標茶町立病院改築。 

「ときわ橋」開通。 

食材供給施設「ピルカ・トウロ」オープン 

弥栄国際交流館落成。ふれあい交流センターオープン 

矢臼別防音地域指定 

虹別オートキャンプ場オープン。ＳＬＣ１１－１７１号機復活（ＳＬ冬の湿原号）。 

標茶高等学校総合学科に転科。 

虹別地区集落排水供用開始。標茶町第３期総合計画スタート。 

「森と川の月間」試行。 

上茶安別小中学校閉校。 

町勢要覧「明日人の大地」発行。 

「子育て支援センター」新設。標茶町都市計画マスタープランスタート。 

釧路湿原自然再生事業着手。中虹別小学校閉校。中虹別へき地保育所閉所。 

食材供給施設オーベルジュ・ピルカ・トウロ運営民間委託。 

北海道教育大学との相互協力協定締結。 

上御卒別小学校閉校。標茶町保健福祉総合まちづくりプランスタート。 

標茶町防災備蓄庫落成。 

標茶町地域包括支援センター開設。標茶町河川防災ステーション完成。 

０歳児保育スタート。 

弥栄小学校閉校。６代目開運橋完成。子育て応援チケット交付事業スタート。 

塘路地区特定環境保全公共下水道供用開始。 

標茶小学校体育館（講堂）改築。 

育成牧場哺育センター完成。 

第４期標茶町高齢者保健福祉・介護保険事業計画スタート。 

交通事故死ゼロ５００日達成。 

行政施行１２５周年。戸籍電算化スタート。 

ルルランデジタル中継局設置。交通事故死ゼロ１，０００日達成。 

標茶小学校校舎改築。「しべちゃ牛乳」誕生。学校給食での提供開始。 

標茶町第４期総合計画スタート。 

磯分内中学校閉校。交通事故死ゼロ１，５００日達成。 

しべちゃ斎場竣工。磯分内市街公共下水道供用開始。 

標茶町立幼稚園・さくら保育園竣工。 

中御卒別小学校閉校。 

久著呂中央小中学校閉校。 

中茶安別小中学校体育館（講堂）改築。阿歴内小中学校閉校。 

釧網線五十石駅 廃止。 

標茶町クリーンセンターごみ焼却棟竣工。標茶町博物館「ニタイ・ト」開館 

「北海道の集治監（北海道集治監釧路分監本館）」が北海道遺産に選定。 

保育園・幼稚園保育料全面無料化開始。 

標茶中学校校舎改築。 
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（令 3.1.1 現在） 

弟子屈町（てしかがちょう） 

 

 

 

 

 

 

〒088-3292 川上郡弟子屈町中央２丁目３番１号 

TEL(015)482-2191 FAX(015)482-2696 

〔面積〕 

〔世帯数〕 

〔人口〕 

〔町制施行年月日〕 

774.33平方キロ 

3,801世帯 （世帯数・人口はR2.12末） 

6,937人 

昭和２２年７月１日 

〔町名の由来〕 

 

 

 

 

 

 

 

 町名弟子屈の「テシカ」とはアイヌ語で岩盤という意味「ガ」は上ということです。この地名は現

在の弟子屈市街にある共同温泉下の岩磐のところにあたり、切替前の釧路川がその岸を洗っていまし

たが、非常に磐の多い危流であります。ところがここは魚のたまり場のようなところでもあったので

、アイヌ達は何とかこの魚を獲りたいと網をかけようとしましたが磐が多く、遂に杭を打ちこむこと

が出来なかったそうです。 

 そこでアイヌ達は折角沢山いる魚をとる仕掛けが出来ない岩盤の上だと嘆き弟子屈の語源はこれか

ら生まれた訳です。 

〔町章の由来〕 

 

 

 

 円内上部の三つの山形は摩周岳を表わし、その下の「Ｔ」と合わせて弟子屈の「テ」を型どり「テ

」の両端のトガリは限りない躍進を意味しています。中の円は摩周湖を表わし、外円と同心円でない

のは全体の調和を表現しています。 

〔町の歴史〕 

 

 

 

 

 

 

 

 弟子屈町の黎明は新しく明治２０年の川湯跡佐登硫黄鉱業採掘事業の開始、同１８年本町最初の和

人による温泉開発に始まる。この温泉開発が現在の温泉町弟子屈の礎となったものである。その後同

３０年に本町のほとんどの原野が御料地に編入され、同３２年以後の富山県からの移民によって１村

の形を整え、同３６年熊牛外４村戸長役場から分離し、弟子屈外１村戸長役場として独立、大正１２

年４月２級町村制、昭和１８年４月１級町村制、同２２年７月町制施行されて以来、ますます弟子屈

、川湯温泉として栄え関連産業も発達してきた。現在は、本町のおかれている観光・産業の変化進展

に対応して、酪農、畑作、林業を中心として観光地を生かした近代的町づくりが進められている。 

〔沿革〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

明治18年 

明治20年 

明治31年 

明治36年８月 

大正12年４月１日 

昭和18年４月１日 

昭和22年７月１日 

昭和31年１月１日 

昭和32年１月１日 

昭和35年８月１日 

石川県人本山七右衛門が温泉開発を目的に入地 

安田善次郎が跡佐登の硫黄を採掘 

帝室林野局札幌支局川上郡出張の設置、移民を募集 

熊牛外４村戸長役場より分離、弟子屈村外１ヶ村戸長役場を設置 

２級町村制施行、村名を弟子屈村と称す。 

１級町村制を施行 

町制施行 

標茶町との境界変更（熊牛原野地区を分割） 

標茶町との境界変更（奥オソベツ地区を編入） 

標茶町との境界変更（虹別荻野地区を分割） 

〔町政の歩み〕 

 昭和３９年 

昭和４３年 

昭和４４年 

昭和４８年 

昭和４９年 

昭和５１年 

町立高等学校が道に移管される。 

川湯消防団、川湯支所合同庁舎完成。 

屈斜路マリゴケ町文化財に指定。 

学校給食センター操業開始、弟子屈青少年会館完成。 

社会老人福祉センター完成。 

役場庁舎焼失。 
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昭和５２年 

昭和５３年 

昭和５４年 

昭和５５年 

昭和５６年 

昭和５７年 

昭和５８年 

昭和５９年 

昭和６０年 

昭和６１年 

昭和６２年 

昭和６３年 

平成 元年 

平成 ２年 

平成 ４年 

平成 ６年 

平成 ７年 

 

平成 ８年 

平成 ９年 

平成１０年 

平成１１年 

平成１２年 

平成１３年 

 

 

平成１４年 

 

 

平成１５年 

 

 

 

 

平成１６年 

 

平成１７年 

平成１９年 

平成２２年 

平成２３年 

平成２４年 

 

 

平成２５年 

平成２７年 

平成２９年 

 

令和 元年 

弟子屈役場庁舎完成。（株）弟子屈町振興公社設立。 

国民柔剣道場修武館落成。 

屈斜路研修センター落成。 

川湯屋内温水プール落成。 

弟子屈消防署庁舎完成。 

温泉給湯事業移管。 

鹿児島県東市来町と姉妹町提携、弟子屈町１００年記念式典挙行。 

川湯相撲記念館、勤労者野外活動施設完成。 

釧路圏摩周観光文化センター落成。 

クアハウス屈斜路オープン。 

民間放送川湯地域テレビ中継局開局。昭栄小学校全面改築落成 

弟子屈高等学校全面改築落成。 

美留和小学校全面改築落成。 

弟子屈町観光牧場９００草原オープン。 

川湯中学校新校舎改築落成。 

「デイ・サービスセンター」オープン。 

美留和会館・札友内寿の家落成。身体障害者共同作業所「工房手つなぎ」オープン。 

「桜ヶ丘森林公園」オープン。 

仁多交流センター落成。 

おひさま保育園落成。日本最長木橋「なんだろう橋」完成。 

ゴミ有料化開始。 

弟子屈町浄化センター完成。弟子屈斎場落成。 

９００草原レストハウスオープン。摩周湖農業協同組合が発足。 

川湯福祉の家完成。 

奥春別交流センター完成。 

摩周湖「北海道遺産」に登録。 

第４次弟子屈町総合計画樹立。 

美留和１００年・美留和小学校開校９０周年記念式典開催。 

屈斜路１００年記念式典開催。 

北海道遺産「摩周湖」がふるさと切手となる。 

摩周厚生病院開院。国立弟子屈病院閉鎖。 

弟子屈町キャッチフレーズ、シンボルマーク決定。 

弟子屈町１００年記念式典他各種記念事業開催。 

姉妹町（東市来町）盟約２０周年記念式典開催。 

川湯ふるさと館完成。 

奥春別１００年記念式典 

鹿児島県日置市と姉妹都市盟約継承締結。 

子ども支援センターオープン。 

都市再生整備計画策定。 

弟子屈中学校建替え落成。新道の駅オープン。 

美留和小学校開校１００周年記念式典開催。林業多目的研修センター落成。 

第５次総合計画策定。戸籍の電算化開始。 

弟子屈町・釧路町・白糠町の３町共同運用による戸籍事務電算化開始。 

姉妹都市（日置市）盟約３０周年。 

老人ホーム倖和園 移転改築。 

弟子屈消防庁舎移転改築。 

阿寒国立公園名称変更。公園区域の拡張に伴い、阿寒摩周国立公園へ。 

「星空の街・あおぞらの街」全国大会 開催 
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（令3.1.1現在） 

鶴居村（つるいむら） 

 
 
 
 
 
 

〒085-1203 阿寒郡鶴居村鶴居西１丁目１番地 
TEL(0154)64-2111 FAX(0154)64-2577 

〔面積〕 
〔世帯数〕 
〔人口〕 
〔村制施行年月日〕 

571.80平方キロ 
1,198世帯 
2,520人 
昭和１２年４月１日 

〔村名の由来〕 

 
 
 

 本村の区域の内幌呂、雪裡両原野の一都は、当時本邦唯一の丹頂鶴の天然棲息地であったところか
ら、これに因み「鶴居村」と称した。 
 

〔村章の由来〕 

 
 

 特別天然記念物タンチョウを図案化し上にあげた羽で村勢の発展を願い、平和と円満団結を象徴し
たものです。 

〔村の歴史〕 

 
 
 
 
 
 
 

 明治１８年、現在の釧路市から、アイヌ２７戸が雪裡川流域、千古未開の森林原野に入地したのが
開拓の始まりと伝えられており、その後大正の中期に至り本州から移住者の増加が相次ぎ先人の苦闘
によって開拓は一段と進展し、昭和１２年舌辛村（現阿寒町）から分村、当地方にのみ棲息繁殖する
特別天然記念物タンチョウにちなみ鶴居村といわれるに至った。 
 以来、今日まで数限りない変遷を経ながら、村は酪農を基幹産業として、国営農地開発事業、草地
改良事業など酪農経営の基盤整備拡大と農業構造改善事業等により近代化を推進し理想酪農郷の飛躍
的発展を続けている。 

〔沿革〕 

 
 
 
 
 

明治18年 
明治20年 
明治31年 
大正12年４月 
昭和12年４月１日 

現釧路市茂尻矢よりアイヌ人たち27戸が下雪裡に入地 
阿寒郡戸長役場を雪裡に設置 
戸長役場を舌辛に移す 
舌辛村の所管に属する。 
舌辛村より分村、２級町村制施行、村名を鶴居村と称す。 

〔村政の歩み〕 

 昭和２３年 

昭和３６年 

昭和３７年 

昭和３８年 

昭和４０年 

昭和４１年 

昭和４２年 

昭和４３年 

昭和４５年 

昭和４６年 

昭和４７年 

昭和４８年 

昭和４９年 

昭和５０年 

昭和５１年 

昭和５２年 

昭和５３年 

昭和５４年 

昭和５６年 

昭和５７年 

昭和５８年 

昭和５９年 

昭和６０年 

昭和６１年 

 

中幌呂に役場出張所設置。 

幌呂小学校校舎改築落成。 

鶴居中学校校舎落成。 

幌呂中学校校舎落成。 

役場庁舎新築。 

開村３０周年記念行事挙行。 

生活改善センター新築。 

青少年会館新築。開拓50周年記念行事挙行。 

上幌呂母と子の家新築。 

下幌呂母と子の家新築。 

老人いこいの家新築、茂雪裡福祉館新築、鶴居簡易プール新設。 

幌呂寿の家新築、消防団庁舎新築。 

鶴居小学校校舎新築完成。 

ファミリースポーツセンター完成。牛乳生産２万トン達成。 

村民の広場完成。 

幌呂小学校体育館新築、郷土資料館建設、酪農研修センター建設。 

鶴居村立診療所新築、鶴居保育園新築、歯科診療所開設。 

幌呂保育園新築。鶴居中学校校舎新築。 

下幌呂小学校へき地集会室新築。 

上幌呂中学校へき地集会室新築。 

国民年金保養センターオープン。鶴居運動広場完成。 

下雪裡老人寿の家増改築。 

幌呂中学校校舎新築。 

鶴居村総合センター完成。下水道工事着手。 

村営野球場オープン。幌呂中学校校舎完成。 
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昭和６２年 

 

昭和６３年 

平成 元年 

平成 ２年 

平成 ３年 

平成 ４年 

平成 ５年 

平成 ６年 

平成 ７年 

平成 ８年 

平成 ９年 

 

平成１０年 

 

平成１１年 

 

平成１２年 

平成１３年 

平成１４年 

 

 

 

平成１５年 

 

 

 

平成１６年 

 

 

平成１７年 

 

 

 

 

 

 

平成１８年 

 

 

 

平成１９年 

 

 

 

平成２０年 

 

 

平成２１年 

 

 

 

平成２２年 

平成２３年 

 

 

 

平成２４年 

平成２５年 

 

鶴居村役場庁舎新築完成。釧路湿原国立公園指定。 

開村５０周年開基１００周年記念行事挙行。 

消防庁舎改築落成。 

村民ふれあいセンター新築落成。鶴居寿の家新築落成。 

広域基幹林道落成。国民年金保養センター増築。 

鶴居村火葬場新築。 

鶴居小学校屋内体育館新築。幌呂農村環境改善センター新築。 

鶴居村廃棄物焼却場新築落成。下水道工事完了。 

鶴居村歯科診療所新築。 

下久著呂老人寿の家新築。 

鶴居村どさんこ牧場センターハウス新築。 

茂雪裡コミュニティセンター新築。 

下幌呂夢の社団地造成工事。 

鶴居村ほのぼのセンター新築。 

下幌呂夢の社団地分譲販売開始。 

鶴居村ふるさと情報館新築、中久著呂コミュニティセンター新築。 

小学校コンピューター導入。 

つるいCI計画策定、鶴居ふれあい農園整備。 

農産物加工実習施設新築完成。鶴居ふれあい農園開園。 

農畜産物加工体験施設オープン。 

中幌呂地区分譲地販売開始。 

釧路地域６市町村合併協議会参加。 

上幌呂コミュニティセンター新築。 

幌呂老人寿の家移転新築。 

下幌呂夢の杜団地第２期分譲開始。 

健康日本２１鶴居村計画策定。 

公共施設エリア、プロムナード完成。 

鶴居村一般廃棄物最終処分場供用開始。 

下幌呂コミュニティセンター新築。 

オガ粉製造施設新築。 

むらづくり自立プラン作成委員会設置。 

下久著呂小学校閉校。 

幌呂出張所廃止。 

下幌呂コミュニティセンター新築。 

鶴居村パークゴルフ場センターハウス新築。 

ごみの収集有料化スタート。 

鶴居村消防署、釧路西部消防組合から釧路北部消防事務組合に移行。 

鶴居村農協と幌呂農協が白糠町農協、音別町農協と合併して釧路丹頂農協となり、旧鶴

居村農協を本所とする。 

鶴居村むらづくり自立プラン答申。 

農畜産物加工施設増築。 

鶴居・伊藤タンチョウサンクチュアリ２０周年記念シンポジウム開催。 

支雪裡コミュニティセンター新築。 

「第６回オールジャパンナチュラルチーズコンテスト」で「鶴居」ゴールドラベルが最

優秀賞の農林大臣賞受賞。 

ＮＰＯ法人「日本でもっとも美しい村」連合に加盟。 

生乳生産量６万トンを超える。 

開村７０周年記念事業「新世紀序説 風を呼ぶつるい 1988－2007」の映像が完成。 

生乳生産６万トン達成記念講演会開催。 

釧路北部消防事務組合鶴居消防署新庁舎落成記念式典挙行。 

第７回オールジャパンナチュラルチーズコンテストで「鶴居」ゴールドラベルが農林水

産省生産局長賞受賞。 

釧路市との定住自立圏形成協定に調印 

戸籍の電算化がスタート 

「第８回オールジャパンナチュラルチーズコンテスト」で「鶴居」シルバーラベルが準

最高賞を受賞 

高速インターネットサービス（光回線）供用開始 

住民課窓口において旅券発給事務開始 

下雪裡コミュニティセンター新築 

鶴居小学校校舎新築 
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平成２８年 

平成２９年 

 

平成３０年 

 

 

令和 元年 

令和 ２年 

 

鶴居たんちょうプラザつるぼーの家オープン 

バイオマス産業都市認定 

開村８０周年記念事業挙行 

鶴居村タンチョウと共生するむらづくり推進会議始動。 

「日本で最も美しい村」連合定期総会、フェスティバル2018inつるい 開催。 

「北海道の簡易軌道」北海道遺産に選定。 

幌呂小学校開校１００周年 

鶴居村子どもセンター「こすもす」オープン 
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（令 3.1.1 現在） 

白糠町（しらぬかちょう） 

 

 

 

 

 

 

〒088-0392 白糠郡白糠町西１条南１丁目１番地１ 

TEL(01547)2-2171  FAX(01547)2-4659 

〔面積〕 

〔世帯数〕 

〔人口〕 

〔町制施行年月日〕 

773.133平方キロ 

4,074世帯 

7,539人 

昭和25年11月１日 

〔町名の由来〕 

 

 

 

 白糠はアイヌ語の地名で、「シラル・カ」平磯（岩磯）のかみての意－「シラリ・カ」平磯を越

えるの意－で、いずれも平磯のほとりとか、あるいは岩磯のほとりと解釈され、今日の白糠となっ

たものです。 

〔町章の由来〕 

 

 

 外円は平和と団結を語り、円の星は白糠の白を図案化する。又この五角は本町の五大産業の伸展

を表わす。外円の結ばれるところは、白糠のヌカを表しているとともに北海道の北をも意味する。 

〔町の歴史〕 

 

 

 

 

 

 寛永9年、白糠場所が開設され、寛政１２年八王子千人同心５０余人北門警護をかねて農耕をし

たのが、北海道における団体移住のはじまりである。安政３年、北海道で最初に石炭採掘が白糠で

行われ、この頃から白糠は開け、明治維新当時で７０戸、４７２人を超えた。明治１７年戸長役場

が設けられ、明治３４年白糠～釧路間に鉄道が開通し、軍馬補充部が設けられ馬産地として知られ

、昭和25年には町制を施行しました。 

〔沿革〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

寛永９年 

明治５年 

明治17年12月25日 

明治41年４月１日 

 

大正４年４月１日 

 

昭和24年10月10日 

昭和25年11月１日 

徳川幕府が東蝦夷地を直轄地とし、白糠場所開設。 

白糠村の区画を定める 

白糠村外６村戸長役場を設置 

足寄郡（足寄、利別、螺湾、陸別）が別れ白糠・庶路・尺別が白糠郡戸長役場

となる。 

尺別村戸長役場(現音別町)を分離し、同時に２級町村制施行。村名を白糠村と

する。 

釧路市と境界変更（大楽毛の一部を分割） 

町制施行 

〔町政の歩み〕 

 明治３４年 

昭和３５年 

昭和３９年 

昭和４２年 

昭和４３年 

昭和４５年 

昭和４７年 

昭和４８年 

昭和５０年 

昭和５１年 

昭和５４年 

昭和５５年 

昭和５８年 

昭和５９年 

白糠～釧路間鉄道開通。 

町制施行１０周年。 

白糠線（白糠～上茶路間）２５．２km開通。 

白糠町民憲章制定。 

白糠電報電話局開局。 

町制施行２０周年。 

白糠線（上茶路～二股間）７．９km開通。 

道々白糠本別線開通。 

タイムカプセル武道館前に埋設。 

上茶路青少年旅行村開設。 

字名改正、新地名地番に衣がえ。 

町制施行３０周年。 

白糠線廃止。町営バス運行開始。 

役場新庁舎落成。開基１００周年。 
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昭和６０年 

昭和６１年 

昭和６２年 

昭和６３年 

平成 元年 

平成 ２年 

平成 ３年 

平成 ４年 

平成 ６年 

平成 ７年 

平成１０年 

平成１１年 

平成１２年 

平成１３年 

平成１４年 

 

平成１６年 

平成１８年 

平成２２年 

 

 

平成２３年 

平成２４年 

平成２５年 

平成２７年 

平成２８年 

平成２９年 

平成３０年 

 

令和 元年 

 

令和 ２年 

 

白糠小学校改築。 

西庶路コミュニティセンター落成。 

和天別パイオニアセンター完成。保健センター完成。白糠振興センター完成。 

白糠中学校校舎改築。 

栄橋完成。 

町制施行４０周年。温水プール完成。 

商店街「ハミングロード」完成。 

しらぬか物産センター「恋問館」完成。 

白糠町クリーンセンター完成。 

コイトイ自然観察公園・展望塔完成。 

茶路浄水場完成。 

知的障害者共同作業所「太陽の家」完成。一般廃棄物最終処分場完成。 

町制施行５０周年。総合給食センター完成。 

白糠町庶路川ししゃも人工ふ化場完成。 

しらぬかパークゴルフインチャロオープン。 

茶路小中学校校舎改築。 

庶路ダム完成。 

インターネットショップ「しらぬか町商店」楽天市場に出店。 

町制施行６０周年。 

インターネットショップ「しらぬか町商店」から「北海道白糠 栄三郎商店」に運営主体

変更。 

町道明治通り完成。 

白糠町・釧路町・弟子屈町の３町共同運用による戸籍事務電算化開始。 

本別町と包括交流連携協定締結。 

道東自動車道「白糠ＩＣ」開通 

道東自動車道「庶路ＩＣ」開通 

台湾新北市烏来区と友好交流協定の締結 

ウレシパチセオープン。 

庶路学園開校。 

白糠駒踊り発祥１００周年 

北海道白糠高等学校創立７０周年 

町制施行７０周年 

消防庁舎完成 
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４．市町村の基本構想に関する調 

（令 3.1.1 現在） 

○基本構想 
 

 
原案策定 

年月日 

議会の議決 

年月日 

基本構想 

の期間 

改定の場合 

改訂前の期間 

釧路市 平 29.11.29 平 29.12.15 平 30 ～ 令 9 平 20 ～ 平 29 

釧路町 平 23.11.17 平 23.12. 8 平 24 ～ 令 3 平 14 ～ 平 23 

厚岸町 令 1.12.4 令 2.1.14 令 2 ～ 令 11 平 22 ～ 令 1 

浜中町 令 1.10.16 令 1.1.24 令 2 ～ 令 11 平 22 ～ 令 1 

標茶町 平 23.5.25 平 23. 6.14 平 23 ～ 令 2 平 13 ～ 平 22 

弟子屈町 平 24. 2.27 平 24. 3. 6 平 24 ～ 令 3 平 14 ～ 平 23 

鶴居村 平 30. 2.26 平 30. 3.12 平 30 ～ 令 9 平 20 ～ 平 29 

白糠町   平 30 ～ 令 9 平 20 ～ 平 29 

 

 

○基本計画（総合計画） 
 

 
計 画 名 策定（議決） 

 
年 月 日 

計 画 
 

の 期 間 

構   成 

副   題 基本構想 基本計画 実施計画 

釧 路 市 

釧路市まちづくり基本構想 

平30. 3.16 平30～令9 
○ 

(構想編) 

○ 
(計画編) 
期 間 
：10年 

○ 
見直し 
：毎年 つながる まち・ひと・みらい 

ひがし北海道の拠点都市・釧路 

釧 路 町 

第５次釧路町総合計画 

平23.12. 8 平24～令3 ○ 
○ 

期 間 
：5年 

○ 
見直し 
：毎年 みんなの笑顔が輝く安心のまち 

～あなたの郷
さと

 くしろ町～ 

厚 岸 町 

第６期厚岸町総合計画 

令2.1.14 令2～令11 ○ 
○ 

期 間 
：5年 

○ 
見直し 
：毎年 みんなの“あっけし” 

新時代の創造に向かって 

浜 中 町 

第６期浜中町まちづくり総合計画 

令1.1.24 令2～令11 ○ 
○ 

期 間 
：5年 

○ 
見直し 
：毎年 

笑顔輝く共創のふるさとを 未来へ 

自然とともに生きる 豊かな大地と海

のまち はまなか 
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 計 画 名 策定（議決） 
 

年 月 日 

計 画 
 

の 期 間 

構   成 

副   題 基本構想 
 基本計画  実施計画 

標 茶 町 

標茶町第４期総合計画 

平23.6.14 平23～令2 ○ 
○ 

期 間 
：10年 

○ 
見直し 
：隔年 

みどりとふれあいの郷 

元気あふれるまちづくり 

弟子屈町 

第５次弟子屈町総合計画 

平24. 3. 6 平24～令3 ○ 
○ 

期 間 
：5年 

○ 
見直し 
：毎年 水と森と人が共に輝き、活力あふれる自

立したまち 

鶴 居 村 

つるい未来創造プラン 
第５次鶴居村総合計画 

平30. 3.12 平30～令9 ○ 
○ 

期 間 
：10年 

○ 
見直し 
：毎年 未来

あ す

を奏でる鶴居スタイルの確立 

～協働による新たな時代への挑戦～ 

白 糠 町 

第８次白糠町総合計画 

 平30～令9 ○ 
○ 

期 間 
：10年 

○ 
見直し 
：5年 生き活きしらぬか 

～笑顔輝くまちを目指して～ 

 
 

５．市町村の木・花・その他  

                                                                       （令2.4.1現在） 
 

 木 花 その他 

釧 路 市 
ハシドイ・エゾヤマザ
クラ・ナナカマド 

キンレンカ・スズラ
ン・エゾリンドウ 

 

釧 路 町 エゾノコリンゴ クシロハナシノブ （鳥）エゾフクロウ 

厚 岸 町 エゾヤマザクラ ヒオウギアヤメ （鳥）オオセグロカモメ 

浜 中 町 シラカバ エゾカンゾウ （鳥）エトピリカ 

標 茶 町 ナラ コスモス  

弟 子 屈 町 サクラ ツツジ （鳥）ハクチョウ 

鶴 居 村 シラカバ コスモス （鳥）タンチョウ 

白 糠 町 ナナカマド キンセンカ  
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６．市町村の提携の状況 

（令2.4.1現在） 
 

 姉妹都市等名 提携年月日 備考 

 釧 路 市 

秋田県湯沢市 

鳥取県鳥取市 

カナダバーナビー 

ロシアホルムスク 

岡山県岡山市 

千葉県八千代市 

鹿児島県出水市 

山梨県都留市 

徳島県那賀町 

昭38.10. 4 

昭38.10. 4 

昭40. 9. 9 

昭50. 8.27 

昭54.10. 9 

昭57 

平元. 8.22 

平 4. 9. 1 

平18. 9. 2 

 

 

 

 

（観光交流都市） 

（友好都市） 

（友好都市） 

（友好都市） 

（友好都市） 

 釧 路 町    

 厚 岸 町 
オーストラリアクラレンス 

山形県村山市 

昭57. 2. 9 

平 3. 7.15 

 

（友好都市） 

 浜 中 町    

 標 茶 町    

 弟 子 屈 町 

鹿児島県日置市 

中国（河南省）商丘市 

中国（山東省）濱州市濱城区 

中国（山東省）泗水県 

平17.10.28 

平17. 9.17 

平17.10.21 

平17.10.21 

 

（友好交流） 

（友好交流） 

（友好交流） 

 鶴 居 村    

 白 糠 町 台湾 平29. 7.14 （友好交流） 

 
 



29 

 

７．市町村の各種宣言 

                                                                     （令2.4.1現在） 

 各種宣言 制定年月日 

釧 路 市 

スポーツ都市宣言 
生涯学習都市宣言 
高齢者福祉宣言 
自然の番人宣言 
交通安全都市宣言 
暴力追放・防犯都市宣言 
核兵器廃絶平和都市宣言 
定住自立圏中心市宣言 
釧路市男女いきいき参画宣言 
 

平元. 6. 1 
平 5. 5. 8 
平11. 9.15 
平18. 4. 1 
平18. 7.14 
平18. 8. 1 
平18. 8.15 
平21.12.11 
平30. 3.23 

釧 路 町 

交通安全宣言 
核兵器廃絶・平和宣言 
防犯の町宣言 
暴力追放の町宣言 
自然の番人宣言 

昭39. 5.26 
昭60. 9.27 
昭63.12.22 
平 3. 6.26 
平18. 4. 1 

厚 岸 町 

交通安全都市宣言 
明るく正しい選挙の町宣言 
青色申告と諸税完納の町宣言 
青少年非行防止の町宣言 
シートベルト着用の町宣言 
核兵器廃絶、平和の町宣言 
防犯の町宣言 
暴力団等による暴力追放に関する決議 
酪農乳製品輸入自由化反対宣言 
自然の番人宣言 
青色防犯パトロール宣言 
核廃棄物最終処分場はいらない宣言 

昭37. 5.28 
昭40. 5.28 
昭56. 6.25 
昭57. 3.11 
昭59. 9.27 
昭62. 6.26 
昭62. 9.24 
平 4. 3. 9 
平 4.12.22 
平18. 4. 1 
平19.10.11 
平26. 9.10 

浜 中 町 

交通安全都市宣言 
青少年健全育成の町宣言 
シートベルト着用の町宣言 
核兵器廃絶・平和の町宣言 
防犯の町宣言 
酪農乳製品輸入自由化反対宣言 
自然の番人宣言 
青色防犯パトロール宣言 

昭38. 3.30 
昭57. 3.11 
昭59. 9.28 
昭61. 9.16 
昭63. 9.20 
平 4.12.16 
平18. 4. 1 
平19.10.15 

標 茶 町 

青色申告の町宣言 
シートベルト着用の町宣言 
自然の番人宣言 
核兵器廃絶・平和の町宣言 
 

昭49.10.24 
昭59. 9.27 
平18. 4. 1 
平25. 6.19 

弟 子 屈 町 

交通安全都市宣言 
暴力追放の町宣言 
防犯宣言の町 
極左暴力集団排除に関する決議 
核兵器廃絶・平和の町宣言 
自然の番人宣言 
森林と共生する町宣言 

昭37. 3.13 
昭61. 3.19 
昭62.12.21 
昭62.12.21 
平13. 9.25 
平18. 4. 1 
平20．3．7 

鶴 居 村 

交通安全宣言 
核兵器廃絶・平和の村 
防犯宣言の村 
暴力追放の村 
自然の番人宣言 
「支えあおう鶴居びと」宣言 

昭40. 3.11 
昭60. 6.25 
平元.12.20 
平 8. 9.19 
平18. 4. 1 
令2. 3.16 

白 糠 町 

交通安全都市宣言 
防犯の町宣言 
暴力追放宣言 
銃器犯罪根絶宣言 
核兵器廃絶平和の町宣言 
豊かな森林と川と海を育む町 
自然の番人宣言 
クール・チョイス宣言 

昭39. 3.26 
平元.12.21 
平 8. 9.19 
平 8.12.18 
平 9. 9.11 
平12. 9.20 
平18. 4. 1 
平28. 8. 5 

 



　

Ⅱ 行　　政



公有資産マネジメント推進参事

男女平等参画推進参事

都市開発指導監 収納管理監

行政担当 政策推進主幹 財政担当 生活安全担当 地域福祉担当 子育て支援室長 水産物利用促進主幹 緑化管理担当 総務担当 総務医事担当 地域活性化推進主幹 総務医事担当 出納主幹

文書施設担当 国勢調査主幹 こども未来づくり担当 商業労政担当 副港整備推進主幹 建設担当 地域振興担当 地域振興担当 会計担当

企画担当 保育担当 水産加工振興センター所長

統計担当 市有財産対策担当 証明サービス推進主幹 保育園　 4 水産担当 市　民　課

支所長　④ 障がい福祉担当 音別認定こども園　１ 住宅担当 市民サービス担当 市　民　課 

防災危機管理担当 都市計画課 市民税課 戸籍住民担当 子育て支援拠点ｾﾝﾀｰ3 産業推進担当 環境担当 市民サービス担当

都市開発指導主幹 税務担当 鳥取支所担当 介護高齢課 環境担当

都市計画担当 市民税担当 春採支所担当 介護保険担当 計画・物流主幹 保健福祉課

工事設計指導主幹 桜ヶ岡支所担当 介護認定担当 こども支援担当  観光開発主幹 施設管理主幹 建築担当 地域保健連携主幹 保健福祉課 

契約担当 都心部まちづくり推進室 資産税課 大楽毛支所担当 介護給付担当 観光振興担当 港湾空港担当 設備担当 保健福祉担当 保健福祉担当

車両管理担当 都心部まちづくり推進担当 　 資産税担当 高齢福祉担当 健康推進課   　  保育所　1

技術管理担当 環境保全課 医療対策主幹   　  幼稚園　2 

秘　書　課 納税課 環境管理担当 生活福祉事務所 保健相談主幹 阿寒観光活性化主幹 指導防災担当

情報システム課 秘書担当 納税担当 環境衛生担当 生活支援主幹　③ 健康づくり担当 阿寒観光振興担当 建築審査担当 阿寒湖温泉支所

電算担当 自然保護担当 給付調整担当 市民担当

市民協働推進課 第１担当 児童発達支援センター

職  員  課 男女平等参画主幹 環境事業課 第２担当 医療保健相談主幹 農地再編推進主幹 阿寒湖アイヌ施策推進室

人事厚生担当 交流推進主幹 環境美化推進主幹 第３担当 地域支援相談担当 阿寒農林振興主幹 阿寒湖アイヌ施策推進担当

（派遣） 市民協働担当 廃棄物対策担当 第４担当 野のはな園 音別農林振興主幹 管理担当

厚生会 指導担当 第５担当 農林振興担当 建設担当　

東京事務所 事業施設担当 第６担当 国民健康保険課 阿寒農林振興担当 河川担当　

行財政改革推進室 第７担当 保険担当 音別農林振興担当

行財政改革担当 第８担当 特定健診担当

第９担当

第１０担当 医療年金課 維持担当

医療給付担当

年金担当

阿寒建設担当

音別建設担当

 

音別建設課

道路管理主幹

高速道整備推進主幹

道路維持事業所

道路・雪対策主幹

阿寒建設課 

検　査　室

阿寒観光振興課 建築指導課 

農  林  課 道路河川課 

契約管理課 こども支援課 観光振興室 設備主幹

薬　　　局

放射線室 放射線室 

看　護　局 看　護　局

薬　　　局 

産業推進室 住  宅  課 

避難対策調整主幹 石炭産業対策主幹

みなと活性化主幹 建  築  課

港湾空港課 

中心市街地活性化主幹

市有財産対策室 戸籍住民課 医　　　局 医　　　局 

公園緑地課 地域振興課 事　務　局 地域振興課 事　務　局 会　計　室財政課 市民生活課 地域福祉課 こども育成課 商業労政課 水  産  課

音別町行政センター 市立音別診療所

都心部まちづくり担当部長 観光振興担当部長

都市整備部 阿寒町行政センター 市立阿寒診療所

観光振興監 水産統括監

こども保健部 産業振興部　 水産港湾空港部

3
0

総務部 総合政策部 財政部 市民環境部 福祉部

職員監

総  務  課 都市経営課

防災危機管理監

防災危機管理課 障がい福祉課

名塚副市長岩隈副市長

会計管理者

市長

（平成31 年1月1日現在）

伴副市長名塚副市長

会計管理者

市長

（令和3年1月1日現在）



音別町行政センター

予防主幹 予防主幹

　

総務担当 救助担当           総務担当　　　　　 上下水道担当   上下水道担当　   施設計画主幹　 アイヌ文化振興主幹 マリモ研究室長 生涯学習ｽﾎﾟｰﾂ担当  

救助担当　　　　 救急担当           （阿寒湖温泉支所市民担当） 工業用水道担当 給食担当主幹 美術館長 生涯学習ｽﾎﾟｰﾂ担当    

救急担当           総務担当　　　　　 美術館長補佐 (再掲)

予防広報担当 経営企画担当  　 施設担当　　       生涯学習担当   学　　　校                   (再掲) 小学校　（1校） (再掲)

保安指導担当 東　分　署 警備担当           給食担当 美術館担当　　　 小学校　（2校） (再掲) 中学校　（1校） (再掲)

救助担当　　　　  サービス課        阿寒教育担当　　 中学校　（2校） (再掲)

警　防　課 救急担当　　　　  給排水主幹 音別教育担当　　 スポーツ課          総務課音別教育担当 (再掲)

警防企画主幹　　　 救助担当           料金担当　         スポーツ担当     総務課阿寒教育担当 (再掲)

救急企画主幹　　　 愛国支署 救急担当           給排水担当        教育支援課        

警防救急担当 警備担当           ﾒｰﾀｰ担当          総括指導主事 博　物　館           

救急担当           大楽毛支署　　 青少年育成センター所長 学芸主幹

通信指令課        警備担当           水道整備課       教育支援担当　 埋蔵文化財主幹

第1通信担当　   桜ケ岡支署 水道施設計画主幹 博物館担当        

第2通信担当　   警備担当           第　３　課            管理担当　　　　  学校教育課       埋蔵文化財調査ｾﾝﾀｰ 

第3通信担当　   救助担当           建設担当　　　　 教育調整主幹

第　２　課            救急担当           学校教育担当  動　物　園           

東分署主幹 浄　水　課          ふれあい主幹

救助担当　　　　 大楽毛支署　　 施設担当　　　　  学　　　校　        管理飼育展示担当 （阿寒地域振興課）

救急担当           警備担当           浄水担当          小学校　（26 校） ツル担当　　　　　

中学校　（15 校）

東　分　署 阿寒支署            水質管理課         北陽高校　       （阿寒湖温泉支所）

救助担当　　　　  第1警備救急担当 水質担当           

救急担当　　　　  第2警備救急担当 事　務　部               

第3警備救急担当 下水道建設管理課 (音別地域振興課）

愛国支署 総　務　課         計画担当　　　　  

警備担当           阿寒湖温泉支署 総務担当             建設担当　　　　  

救急担当           第1警備救急担当 施設管理担当　    管理担当         

第2警備救急担当 用度担当　　　 　   

桜ケ岡支署 第3警備救急担当 下水道施設課    

警備担当           管理指導担当  

音別支署           医療管理課        

第　３　課            第1警備救急担当 経営企画主幹

東分署主幹 第2警備救急担当 診療情報管理担当

救助担当　　　　 第3警備救急担当 システム担当　        総務担当          　　   

救急担当           企画財務担当　    　 

白糠支署            

東　分　署 第1警備救急担当 新棟建設推進室  

救助担当　　　　  第2警備救急担当 新棟建設推進担当  

救急担当　　　　  第3警備救急担当

高等看護学院       

愛国支署 高等看護学院担当

警備担当           

救急担当           

桜ケ岡支署

警備担当           

※白糠支署は白糠町

　からの事務委託に

　より設置

音別支局             

議    　会

事　務　局　             　

議　事　課　             　

地域医療連携主幹

検査科               

選挙管理委員会

放射線技術科　　  　　 

臨床工学室　      事　務　局　             　

選挙担当          　　   

ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ科   
阿寒支局             

栄養科                  

医療連携相談室  阿寒湖温泉分局

東分署主幹

医療技術部            （農林課音別農林振興担当）

農業委員会

予　防　課 経営企画課          学　　　校                  

大楽毛支署　　 看護課

看 護 部                 

事　務　局                 

薬 剤 部                   （農林課農林振興担当）

第　２　課            （農林課阿寒農林振興担当）

事　務　局　

総　務　課 第　１　課            第　１　課            医  　　局                 総　務　課             阿寒上下水道課　 音別上下水道課  総　務　課         生涯学習課        阿寒生涯学習課（所長） 音別生涯学習課（所長） 

教育指導参事　　　　

中央消防署           西消防署              公平委員会　

阿寒教育事務所         音別教育事務所          予防広報査察担当 予防広報査察担当 阿寒事業所          音別事業所             

音別町行政センター 学校教育部              生涯学習部             阿寒町行政センター 事　務　局                   
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消防本部 市立釧路総合病院 上下水道部           阿寒町行政センター

監査委員公営企業管理者 教育委員会 監査委員公営企業管理者 教育委員会



庶務係
議事係
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選挙管理
委員会事務局

事務局長

監査事務局 事務局長（併）

議会事務局 事務局長

町立中学校 別保中学校
遠矢中学校
昆布森中学校
富原中学校

農業委員会 事務局長（併） 農地係

町立小学校 別保小学校
遠矢小学校
昆布森小学校
知方学小学校
富原小学校

公民館 館長 業務係
教育長 教育部 部長 管理係

指導主事室 室長

社会教育課 課長 社会教育係
スポーツ係

出納係

管理課 課長 総務係
学校教育係

学校給食
センター

所長 業務係
管理係

水道係
下水道係
施設管理係

会計管理者 会計管理者（兼）出納室長 審査係

施設整備係
経済部 部長 建築係

住宅管理係

水道課 課長 業務係

水産係
商工観光係

都市建設課 課長（兼） 課長補佐 施設係

介護高齢課 課長 在宅支援係
地域包括支援係
介護保険係

産業経済課 課長 農林係

知方学へき地保育所 所長（兼） 保育係
子育て支援センター 所長 保育係

健康福祉部 部長 つくし保育所 所長 保育係
はまなす保育所 所長 保育係

障がい福祉係

こども健康課 課長 こども家庭係
母子保健係
健康推進係

税外係
町長 副町長

福祉課 課長 地域福祉係

課税課 課長 税務係
資産税係

収納課 課長 納税係

都市計画係

財政課 課長 財政係
企画財政部 部長 契約管財係

住民係

まちづくり
推進課

課長 企画係
町史編纂室－室長（兼） 町史編纂担当 広報統計係

住民係

遠矢支所 支所長 総務出納係

保険年金係
町民生活係

昆布森支所 支所長 総務出納係

釧路町（０１６６１６） （令3.1.1現在）

総務課 課長 総務係
職員係

住民係

雪裡支所 支所長 総務出納係

総務部 部長 環境対策係

防災車両係
情報管理係

住民課 課長 戸籍住民係



（令3.1.1現在）厚岸町（０１６６２４）

総務課 総務係
職員係

財政係
契約管財係

危機対策室 危機対策係
防災情報係

広報統計係

総合政策課 政策調整係
ふるさと交流係

自治振興係
保険医療係
湖南地区出張所
上尾幌駐在所

税務課 課税係
資産税係
収納係

町民課 窓口サービス係

しんりゅう保育所 介護保険係
厚岸保育所

保健福祉課 健康推進係
保健センター 地域支援係
地域包括支援センター 子育て・障がい福祉係

ごみ処理場 廃棄物対策係
水鳥観察館 林政係

水産農政課 水産係

子育て支援センター

環境林務課 環境衛生係

観光商工課 観光係
商工雇用係

建設課 管理維持係
用地地籍係

町長 副町長 カキ種苗センター 農政係
きのこ菌床センター

町営牧場

土木都市計画係
建築係

水道課 業務係
水道施設係

終末処理場
下水道施設係

教育委員会 教育長 管理課 総務係

出納係会計管理者 出納室

介護老人保健施設

学校教育係
学校給食センター

小学校
中学校

指導室 指導係

青少年育成センター

中央公民館
太田地区公民館
海事記念館 管理係
郷土館 文化財係

生涯学習課 生涯学習係
情報館

勤労者体育センター

温水プール

町立厚岸病院 医局 内科
外科

太田屯田開拓記念館

スポーツ課 スポーツ係
Ｂ＆Ｇ海洋センター

医事係
薬局 管理係
放射線室

小児科
整形外科
脳神経外科

事務局 総務係

子夢希児童館
友遊児童館
太田へき地保育所
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監査委員会 事務局

選挙管理委員会 事務局

固定資産評価審査委員会 事務局

総務係
議事係

農業委員会 事務局 総務係
農地係

検査室
透析室
リハビリテーション室

栄養科

議会 事務局

看護部
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農業委員会 事務局 農地係
農政係

監査委員会 事務局 監査係

選挙管理委員会 事務局 書記

霧多布高等学校 管理係

議会 事務局 議事係
庶務係

総合文化センター 総合文化センター係

浜中町学校給食センター 総務係
業務係

学校教育係
指導室

生涯学習課 社会教育係
スポーツ係

会計管理者 出納室 出納係

教育長 管理課 総務係

水道施設係
水道係

浜中支所 住民係

茶内支所 住民係

建設課 土木係
建築係
下水道係

水道課 水道総務係

水産振興係
港湾係

農林課 農政係
農業振興係
林務係

浜中診療所 総務係

事務局 総務係
医事係

水産課 漁政係

霧多布保育所
茶内保育所町長 副町長
へき地保育所
子育て支援センター

健康推進係
介護保険係
地域包括支援係
浜中歯科診療所
茶内歯科診療所

浜中町立保育所 保育業務係

保険年金係
生活環境係

福祉保健課 福祉係

財政係

商工観光課 商工労働係
観光係
ふれあい交流・保養センター係

中山間活性化施設係

税務課
課税係
収納係

広報係

職員係
契約管財係
交通安全係
庁舎建設準備係

町民課 町民係

浜中町（０１６６３２） （令3.1.1現在）

総務課 総務係
情報管理係

防災対策室 防災係

企画財政課 企画調整係



次 長 子育て支援係

デ イ サ ー ビ ス セ ン タ ー 施 設 長

業務係

庶務係

庶務係
業務係
看護係

軽 費 老 人 ホ ー ム 駒 ヶ 丘 荘 施 設 長

特別養護老人ホームやすらぎ 園 長

産婦人科

子 ど も 発 達 支 援 セ ン タ ー 所 長 子ども支援係次 長

健康指導係

町立病院 院長 副院長 検査室
庶務経理課

事 務 事務長
医事係

看 護

地 域 包 括 支 援 セ ン タ ー 施 設 長 次 長 業務係

指 定 居 宅 介 護 支 援 事 務 所 所 長
子 育 て 支 援 セ ン タ ー 所 長

給 食

ふ れ あ い 交 流 セ ン タ ー 施 設 長 次 長 総務係

医療相談係

医 局 小児科
リハビリテーション科

薬 局 放射線室

監 査 委 員 事 務 局 事 務 局 長 外科

町 史 編 さ ん 事 務 局 事 務 局 長

標茶中央学校給食共同調理場 管理業務係

議会事務局 事 務 局 長 庶務係

次 長

議事係

農 業 委 員 会 事 務 局 事 務 局 長 振興係
農地係

選挙管理委員会事務局 事 務 局 長

内科

町立幼稚園

次　長

茶 安 別 公 民 館

社会教育主事

指 導 室 指導主事
指導係

中 央 公 民 館

塘 路 公 民 館
虹 別 公 民 館
阿 歴 内 公 民 館
図 書 館 奉仕係

博 物 館 学芸係

建築係

会計管理者 出納室 出納係

教育委員会 教 育 長 磯 分 内 公 民 館

学校教育係

生 涯 学 習 推 進 室
社会教育課 社会教育係

保健体育係

管 理 課 総務係

水道事業係
下水道事業係

建 設 課 補 佐 道路係
都市計画係

育 成 牧 場 次 長 管理係
草地係
家畜係

水 道 課 管理係

観光振興係

児童福祉係
介護保険係
健康推進係

農 林 課 農業企画係

車両管理係
土地情報係

畜産係
林政係

観光商工課 商工労働係

環境衛生係
年金保険係

保健福祉課 補 佐 社会福祉係

町民係

標茶町（０１６６４１） （令3.1.1現在）
総 務 課 庶務係

職員係
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電算管理係
交通防災係

企画財政課 補 佐 企画調整係
財政係

町 長 副町長 住 民 課

地域振興係
商工労働係
観光振興係

税 務 課 税務係
納税係

管 理 課 管財係



（令3.1.1現在）
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監査係

農業委員会事務局 局長 次長 農地振興係

教育委員会 教育長

指導室 外国語指導助手

学校給食センター 副所長 業務係

アイヌ民俗資料館 副館長 業務係

図書館 副館長 業務係

公民館 副館長 学習推進係

町営プール 副館長 管理係

体育振興係

管理課 補佐 総務係
学校教育係

社会教育課 補佐 社会教育係

議会事務局 局長 総務係

参事

選挙管理委員会事務局 局長 次長 選挙係

監査委員事務局 局長

建築係

林務係
水産係

農林課 補佐 農政係

水道課 補佐 管理係
設計係
維持係

浄化センター

出納室 出納係

設計係
水道課（企業） 補佐 管理係

川湯農村センター 維持係

会計管理者

管理係

土木都市計画係

商工振興係
観光商工課 補佐 観光振興係

摩周観光文化センター

建設課 補佐 管理係

老人ホーム倖和園 事務長 業務係
養護支援係
養護生活係

介護保険係

町民係総合サービス室長

健康こども課 補佐 健康推進係

補佐 地域福祉係

地域包括支援係

子育て支援センター こども支援係

川湯保育園 川湯保育係

こども発達支援センター 副所長 指導係

町長 保険年金係
参事

こども支援係

福祉課

納税係
税務課 補佐 課税係

副町長

資産税係

川湯支所 次長 支所係

環境生活課 補佐 環境係
生活係

防災情報係

まちづくり政策課 政策調整係
広報統計係

補佐

地域振興係地域振興室長

弟子屈町（０１６６５９）

総務課 補佐 総務係
職員係

管財係
財政係
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学校教育係

生涯学習係

農地係

教育委員会 教育長 教育課 補佐 総務係

監査委員 書記

農業委員会 事務局長 事務局次長 庶務係

議会 事務局長 事務局次長 庶務係

選挙管理委員会 書記長 書記

村長 建築係

維持管理係

上下水道係

会計管理者 出納室 室長 出納係

副村長 林政係

商工観光係

建設課 補佐 土木係

鶴居保育園

幌呂保育園

村立診療所 庶務係

産業振興課 補佐 農政係

保健福祉課 補佐 福祉係

介護保険係

健康推進係

地域包括推進係

税務係

住民生活課 補佐 戸籍住民係

生活環境係

国民健康保険係

財政係
室長 地域振興係

管財係

交通防災係

情報推進係

鶴居村（０１６６７５） （令3.1.1現在）

総務課 補佐 総務係

企画財政課 補佐 企画調整係

村づくり推進室



小 中 学 校
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学 校 給 食 セ ン タ ー 庶務係
業務係

庶 路 幼 稚 園 教務係
庶務係

文化振興係
スポーツ推進係

教 育 委 員 会 教 育 長 次 長

学校教育係
指 導 室 学校建設係

社 会 教 育 課 主 幹 社会教育係

農 業 委 員 会 事 務 局 主 幹 農務係
総務係

管 理 課 主 幹 総務係

選 挙 管 理 委 員 会 事 務 局

議 会 事 務 局 議事係
庶務係

工務給水係

浄水係

会 計 管 理 者 会 計 課 会計係

監 査 委 員 会 事 務 局

浄水係

公 営 企 業 水 道 部 水 道 課 主 幹 業務係

水 道 部 水 道 課 主 幹 業務係
工務給水係

建 設 課 主 幹 土木都市計画係
建築係
住宅管理係

林業係
水産係
商工係

経 済 部

健康相談係

町営バス事業所 主 幹

経 済 課 主 幹 農政係

茶路へき地保育園

介 護 健 康 課 主 幹 介護保険係
介護支援係（地域包括支援センター）

健康管理係

認 定 こ ど も 園 庶路こども園

保 健 福 祉 部 保 育 所 白糠保育園

庶路保育園

交通対策係
保険年金係

福 祉 課 主 幹 社会福祉係
児童福祉係

町民サービス課 主 幹 住民係
町 長 副 町 長 生活環境係

収納係

庶 路 支 所 住民係
庶務係

消防調整係

企 画 総 務 部 税 務 課 主 幹 税務係
資産税係

職員係
情報統計係

地 域 防 災 課 主 幹 地域防災係

契約管財係
地域振興係
地域交流係
企業誘致係
ふるさと納税　　
推進係

総　　務　　課 主　　幹 総務係

白糠町（０１６６８３） （令3.1.1現在）

企 画 財 政 課 主 幹 企画調整係
参 事 財政係



川上郡衛生処理組合（０１９００３） （令3.1.1現在）

所在地：川上郡標茶町字熊牛原野１８線西９番地１の３
        〒088-3151  TEL(015)486-2223  FAX(015)486-2526

組合長 副組合長 事務局長 次長 庶務係長

会計管理者 センター長 業務係長

釧路公立大学事務組合（０１９９２５）

所在地：釧路市芦野４丁目１番１号
　　　　〒085-8585  TEL(0154)37-3211  FAX(0154)37-3287

管理者 副管理者 事務局長 総務課長

監査委員 会計管理者 学生課長

釧路白糠工業用水道企業団（０１９９６８）

所在地：白糠郡白糠町西１条南１丁目１－１
　　　　〒088-0392  TEL(01547)2-2171  FAX(01547)2-4659

企業長 副企業長 参与 工業用水道課長

釧路広域連合（０１９７２１）

所在地：釧路市高山３０番地１
　　　　〒085-0807　　TEL(0154)92-2002　FAX(0154)92-5375

広域連合長 副広域連合長

事務管理者 広域連合事務局

会計管理者 会計室

釧路北部消防事務組合（０１９５１８）

所在地：川上郡弟子屈町美里３丁目８番１号
        〒088-3215  TEL(015)482-3276  FAX(015)482-1676

組合長 副組合長 消防長 次長 消防課長 補佐 消防係長

消防本部
会計管理者 総務課長 補佐 総務係長

弟子屈消防署長 副署長 予防救急課長 補佐 予防広報係長

(兼支署長) 救急救助係長

警防管理課長 補佐 総務係長

警防係長

標茶消防署長 副署長 予防救急課長 補佐 予防広報係長

救急救助係長

警防管理課長 補佐 総務係長

警防係長

鶴居消防署長 予防救急課長 予防広報係長

分団長（５分団）

救急救助係長

警防管理課長 総務係長

警防係長

弟子屈消防団長 副団長 分団長（２分団）

鶴居消防団長 副団長 分団長（４分団）

39

川湯消防団長 副団長 分団長（２分団）

標茶消防団長 副団長



釧路東部消防組合（０１９６６６） （令3.1.1現在）

所在地：厚岸郡厚岸町宮園2丁目414番地2

〒088-1124  TEL(0153)52-5111  FAX(0153)52-4332

消防本部

管理者 副管理者 消防長 総務係長総務課長 総務課長補佐

釧路消防署長 副署長 主幹 総務係長 釧路消防団長 副団長 分団長(５分団)

会計管理者 警防課長 警防課長補佐 警防係長

消防団係長 厚岸消防団長 副団長 分団長(４分団)

警防第１係長 浜中消防団長 副団長 分団長(７分団)

警防第２係長

予防指導係長

予防広報係長

救急係長

救助係長

昆布森分遣所長

警防係長

予防指導係長

予防広報係長

救急係長

消防団係長

厚岸消防署長 副署長 主幹 総務係長

遠矢支署長 主幹 警防係長

予防指導係長

予防広報係長

救助係長

事務局長 事務局次長 主査

茶内分遣所長

上尾幌分遣所長

釧路・根室広域地方税滞納整理機構（０１８２４４）

所在地：釧路市浦見２丁目２番５４号　釧路総合振興局内

　　　　〒085-8588 TEL(0154)43-9288  FAX(0154)43-3322

管理者 副管理者

警防係長

予防指導係長

予防広報係長

救急係長

救助係長

浜中消防署長 副署長 主幹 総務係長

消防団係長

監査委員

会計管理者
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２.市町村三役・議員等名簿
（１）市町村長 （令3.1.1現在）

（２）副市町村長

（３）議長

（４）副議長

41

白 糠 町 石田　正義 昭和18年4月17日 令和元年5月9日 4 会社員

鶴 居 村 秋里　廣志 昭和17年8月13日 令和1年5月9日 1 農業法人相談役

弟 子 屈 町 髙橋　正秀 昭和41年1月18日 令和2年11月12日 1 農業

標 茶 町 後藤　勲 昭和18年9月12日 令和1年5月9日 1 無職

浜 中 町 中山　眞一 昭和19年9月16日 令和1年5月8日 1 会社役員

厚 岸 町 竹田　敏夫 昭和34年6月28日 令和1年5月10日 1 会社役員

釧 路 町 川田　雄一 昭和44年3月16日 令和元年11月5日 1 漁業

釧 路 市 松橋　尚文 昭和42年4月23日 令和元年5月9日 1 無職

氏名 生年月日 就任月日 就任期数　(通算） 職業

白 糠 町 富田　忠行 昭和28年4月12日 令和元年5月9日 2 理美容業

鶴 居 村 松井　廣道 昭和25年8月23日 令和1年5月9日 1 無職

弟 子 屈 町 近江屋　茂 昭和25年3月10日 令和2年11月12日 1 会社員

標 茶 町 菊地　誠道 昭和24年11月2日 令和1年5月9日 1 酪農業

浜 中 町 波岡　玄智 昭和19年5月16日 平成19年5月9日 4 僧侶

厚 岸 町 堀　　　守 昭和42年9月15日 令和1年5月10日 1 会社役員

釧 路 町 橋口　春樹 昭和29年4月3日 平成23年11月2日 3 会社員

釧 路 市 松永　征明 昭和19年11月25日 令和元年5月9日 1 無職

氏名 生年月日 就任月日 就任期数　(通算） 職業

白 糠 町 木村　政勝 昭和32年5月27日 平成26年6月16日 令和4年6月15日 2

鶴 居 村 長尾　法明 昭和38年7月14日 令和2年6月1日 令和6年5月31日 1

弟 子 屈 町 吉備津　民夫 昭和28年4月16日 平成17年2月1日 令和7年1月31日 5

標 茶 町 牛﨑　康人 昭和36年3月3日 令和1年6月7日 令和5年6月6日 1

浜 中 町 齊藤　清隆 昭和43年4月16日 令和1年10月18日 令和5年10月17日 1

厚 岸 町 會田　周二 昭和37年2月9日 平成29年9月17日 令和3年9月16日 1

1

釧 路 町 佐々木　喜代孝 昭和31年12月16日 平成31年4月1日 令和5年3月31日 1

釧 路 市
名塚　昭 昭和30年7月3日 平成25年11月1日 令和3年10月31日 2

伴　篤 昭和34年2月3日 平成31年4月1日 令和5年3月31日

氏名 生年月日 就任月日 任期満了年月日 就任期数　(通算）

白 糠 町 棚野　孝夫 昭和24年11月14日 平成8年6月11日 令和2年6月10日 6

鶴 居 村 大石　正行 昭和35年4月21日 平成24年5月20日 令和2年5月19日 2

弟 子 屈 町 德永　哲雄 昭和24年6月13日 平成12年12月24日 令和6年12月23日 6

標 茶 町 佐藤　𠮷彦 昭和32年2月28日 平成30年10月22日 令和4年10月21日 1

浜 中 町 松本　博 昭和24年11月24日 平成23年10月16日 令和5年10月15日 3

厚 岸 町 若狹　靖 昭和16年10月12日 平成13年7月13日 令和3年7月12日 5

釧 路 町 小松　茂 昭和33年1月8日 平成30年11月14日 令和4年11月13日 1

釧 路 市 蝦名　大也 昭和34年1月4日 平成20年11月2日 令和6年11月1日 4

氏名 生年月日 就任月日 任期満了年月日 就任期数　(通算）



（５）常任委員長　 （令3.1.1現在）

（６）各種委員会

山田　昭男 八幡　豊行
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鶴 居 村 渡辺　巖 明歩谷　正志 灰塚　玲子 大津　泰則

白 糠 町 細谷　照雄 林　善幸 佐野　正二 小池　憲一

中屋　敦

浜 中 町 田畑　秀子 白川　英之 串田　明 成田　良雄

釧 路 町 矢代　雅寛 工藤　徳一

及川　晃仁

真鍋　雅史 松橋　和子

厚 岸 町 室　美津雄 荒岡　正 黒田　庄司

標 茶 町 藤田　榮一 佐瀨　日出夫 佐々木　幹彦 熊谷　善行

弟 子 屈 町 田中　冨士男 塩沢　稔宏

釧 路 市 小笠原　寛 野村　照明 荒井　剛
田中　敏也

宮田　団甲谷　哲也

選挙管理員会委員長 農業委員会会長 公平委員会委員長
監査委員

知識経験 議会選出

1

白 糠 町 － 川島　眞澄 昭和37年2月9日 令和元年4月4日 令和4年12月2日 1

鶴 居 村 － 村上　明寛 昭和34年7月10日 令和1年10月1日 令和4年9月30日

2

弟 子 屈 町 － 岩原　勝行 昭和34年4月19日 令和2年2月6日 令和5年2月5日 1

標 茶 町 － 島田　哲男 昭和31年7月26日 令和1年10月1日 令和4年9月30日

2

浜 中 町 － 佐藤　健二 昭和35年4月27日 令和2年2月3日 令和5年2月2日 1

厚 岸 町 － 酒井　裕之 昭和31年4月17日 令和1年10月28日 令和4年10月27日

2

釧 路 町 － 辻川　尚志 昭和35年6月24日 平成31年4月1日 令和4年11月11日 2

釧 路 市 － 岡部　義孝 昭和35年2月5日 平成29年10月29日 令和5年10月28日

教育委員会　　
　　　委員長

教育長

氏名 生年月日 就任年月日 任期満了年月日 就任期数　(通算）

白 糠 町
総務文教 産業厚生 議会運営

中村　仁志 山吉　公徳 折出　征清

鶴 居 村
総務 産業 広報広聴 議会運営

吉田　保博 佐藤　吉人 松井　洋和 東　隆行

弟 子 屈 町
総務経済 文教厚生 議会運営

小川　義雄 高砂　弥生 鈴木　康弘

標 茶 町
総務経済 厚生文教 議会運営

長尾　式宮 黒沼　俊幸 本多　耕平

浜 中 町
総務経済 社会文教 広報公聴 議会運営

川村　義春 加藤　弘二 田甫　哲朗 三上　浅雄

厚 岸 町
総務産業 厚生文教 議会運営

大野　利春 室﨑　正之 佐藤　淳一

釧 路 町
総務厚生 産業文教 議会運営

佐藤　昭平 倉井　俊勝 佐々木　洋平

委員会名・委員長名

釧 路 市
総務文教 経済建設 民生福祉 議会運営

松尾　和仁 大澤　恵介 伊東　尚悟 三木　均



ア　議員数

イ　議員名

釧路市 （任期 令5. 4.30 )
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昭42. 5. 7

1 公

三 木 均 昭30.10.16 3 自 板 谷 昌 慶 昭49.10.18 1 立

1 無

秋 田 慎 一 昭27. 8.28 4 公 松 原 慶 子 昭45. 1. 1

1 共宮 田 団 昭48. 6.14 5 社 西 村 雅 人

2 自

村 上 和 繁 昭34.11.24 5 共 粟 屋 剛 昭25.12.13

2 立髙 橋 一 彦 昭30. 7.20 5 自 岡 田 遼 昭58. 3. 5

続 木 敏 博 昭30. 8.26 6 自 伊 東 尚 悟 昭56. 5.21

梅 津 則 行 昭28.11.19 6 共 大 越 拓 也 昭51. 8.31

昭39.11.13

2 共

2 無

佐 藤 勝 秋 昭32.10.26 7 立 山 口 光 信 昭60. 1.22

2 公

畑 中 優 周 昭42. 3.13 7 無 工 藤 正 志 昭43. 8. 2

酒 巻 勝 美 昭35.10.18 7 立 河 合 初 恵

3 自

3 自

月 田 光 明 昭31.11.15 7 公 大 澤 恵 介 昭46.11.12

3 新草 島 守 之 昭31. 9.15 7 自 森 豊 昭44. 2.23

3 無松 橋 尚 文 昭42. 4.23 4 公 松 尾 和 仁 昭37.10. 7

松 永 征 明 昭19.11.25 5 自 金 安 潤 子 昭33. 6. 9

当選　
回数

党派氏名 生年月日
当選　
回数

党派 氏名 生年月日

3 無

標茶町 13 平26.12.12

浜中町 12 平18. 9.28 白糠町 13 平17.12.22

厚岸町 13 平22. 9.21 鶴居村 9 平26.10. 1

（７）　市町村議会議員（令3.1.1現在）

条例定数
定数条例　
制定年月日

条例定数
定数条例　
制定年月日

釧路町 16 平23. 6.20 弟子屈町 11 平28. 3.11

釧路市 28 平20.12.12



釧路町 （任期　令5.10.31)

厚岸町 （任期　令5.4.30）

浜中町 （任期　令5.4.30)
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8 無前 田 光 治 昭20.12.13 2 無 波 岡 玄 智 昭19. 5.16

加 藤 弘 二 昭16.11.23 6 共 中 山 眞 一 昭19. 9.16 5 無

1 無小 松 克 也 昭26. 6. 29 1 諸派 渡 部 貴 士 昭48.5.5

秋 森 新 二 昭23. 5. 1 2 無 落 合 俊 雄 昭27.11.25 3 無

2 無田 甫 哲 朗 昭29. 4.19 3 無 三 上 浅 雄 昭29. 8.11

当選　
回数

党派

川 村 義 春 昭25.12.28 3 無 成 田 良 雄 昭29. 6. 7 5 公

氏名 生年月日
当選　
回数

党派 氏名 生年月日

室 﨑 正 之 昭21. 3.15 9 無 桂 川 実 昭32．1．27 1 無

2 無大 野 利 春 昭38. 1.24 4 無 杉 田 尚 美 昭46．8．27

無

中 屋 敦 昭17. 3.18 7 無 佐 藤 淳 一 昭22．5．4 5 無

中 川 孝 之 昭16. 8. 3 9 無 南 谷 健 昭24. 1.12 5

党派

音喜多 政東 昭21. 3.16 9 無 竹 田 敏 夫 昭34. 6.28 5 公

堀 守 昭42. 9.15 4 無 石澤 由紀子 昭29. 5.28 4 共

氏名 生年月日
当選　
回数

党派 氏名 生年月日

中 田 磨 昭48. 3.28 6 共

当選　
回数

倉 井 俊 勝 昭28. 3.28 8 無 梅津 加代子 昭43.5.10 2 無

佐 藤 昭 平 昭27. 2.19 3 共 茂呂田 太一 昭51. 6.16

2 無

松 橋 和 子 昭22. 2.26 7 民

坂 本 裕 人 昭31. 7.30 6 無 川 村 真 一 昭49. 6. 9

8 無

川 田 雄 一 昭44. 3.16 5 無 佐々木 洋平 昭57.10.21 3 無

津 村 勝 彦 昭28. 9.21 8 無 橋 口 春 樹 昭29. 4. 3

2 公

氏名 生年月日
当選　
回数

党派 氏名 生年月日
当選　
回数

党派

1 共

鈴木 麻由子 昭47.7.22 1 無 高 橋 幸 弘 昭28.1.22 3 民

大 谷 哲 也 昭27.4.14 1 公 中 家 治 子 昭28.12.18



標茶町 （任期　令5.4.30)

弟子屈町 （任期　令6.11.11)　

鶴居村 （任期　令5.4.30)

白糠町 （任期　令5.4.30)
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中 河 敏 史 昭30. 4.22 3 無 坂　本　　勝　雄 昭26.5.25

澤　原　　孝　行 昭23.9.14 1 無

立 石 巧昭42． 6．19 3 無 福  地　  裕  行 昭25. 8.26 6 無

折 出 征 清 昭46．11．5 3 無 小 野　 キ サ 昭11.12. 8

1 無

5 共

小 池 憲 一 昭20. 2.15 6 無 中 村 仁 志 昭23．10． 4 3 公

山 吉 公 徳 昭21. 1.14 5 無 鎌 田 民 子 昭22.12.  3

3 無

東 隆 行 昭28.12.26 4 無

吉 田 保 博 昭26. 1.16 4 無 及 川 満 浩 昭36. 4. 5

当選　
回数

党派

石 田 正 義 昭18. 4.17 9 無 富 田 忠 行 昭28. 4.12 4 無

氏名 生年月日
当選　
回数

党派 氏名 生年月日

5 無

松 井 廣 道 昭25. 8.23 7 無 松 井 俊 治 昭37.11.15 1 無

大 津 泰 則 昭24. 3.17 6 無 秋 里 廣 志 昭17. 8.13

3 共

高 砂 弥 生 昭28. 4.10 3 無

当選　
回数

党派

松 井 洋 和 昭40. 9.10 3 無 佐 藤 吉 人 昭28. 5.18 3 無

氏名 生年月日
当選　
回数

党派 氏名 生年月日

三 上 務 昭25. 8.18 2 公 近 江 屋 茂 昭25. 3.10 5 無

3 無武 山 秀 樹 昭32. 9.16

大 道 賞 二 昭23. 1.12 1 無 小 川 義 雄 昭21. 3.31

2 無 髙 橋 正 秀 昭41. 1.18

党
派

萩 原 寛 暢 昭54. 6.12 1 無 鈴 木 康 弘 昭32. 4.20 4 無

德 永 則 行 昭39. 2. 9 2 無 八 幡 豊 行 昭23. 2. 2 8 無

6 共

氏名 生年月日
当選　
回数

党派 氏名 生年月日
当選　
回数

黒 沼 俊 幸 昭17. 1.16 5 無 類 瀬 光 信 昭37.1.4 1 無

本 多 耕 平 昭20. 9.23 3 無 鴻 池 智 子 昭30.6.20

2 共

鈴 木 裕 美 昭25. 7.28 10 無 長 尾 式 宮 昭48.5.28 1 無

後 藤 勲 昭18. 9.12 4 無 渡 邊 定 之 昭28. 6.20

3 無

菊 地 誠 道 昭24.11. 2 5 無 深 見 迪 昭19. 3.28 5 共

松 下 哲 也 昭29. 3.24 3 無 熊 谷 善 行 昭27. 1.29

1 公

氏名 生年月日
当選　
回数

党派 氏名 生年月日
当選　
回数

党派



３.特別職等の給与及び報酬

（１）　給料・報酬 （令3.1.1現在）　（単位：円）

46

白 糠 町 295,000 237,000 212,000 186,000 平29.4.1

鶴 居 村 307,000 246,000 219,000 193,000 平16.10.1

弟 子 屈 町 292,000 234,000 209,000 184,000 平17.4.1

標 茶 町 300,000 240,000 214,000 190,000 平15.8.1

浜 中 町 295,000 236,000 210,000 186,000 平22.4.1

厚 岸 町 307,000 245,000 219,000 193,000 平30.4.1

釧 路 町 311,000 249,000 222,000 196,000 平25.4.1

釧 路 市 600,000 540,000 － 490,000 平17.10.11

議長等

議長 副議長 常任委員長 議員 適用年月日

白 糠 町 783,000 649,000 平29.4.1 588,000 平29.4.1

鶴 居 村 782,000 649,000 平28.4.1 586,000 平28.4.1

弟 子 屈 町 832,000 691,000 平27.4.1 625,000 平27.4.1

標 茶 町 816,300 677,500 平29.4.1 612,000 平29.4.1

浜 中 町 753,000 648,000 平22.4.1 598,000 平22.4.1

厚 岸 町 817,000 678,000 平27.4.1 613,000 平27.4.1

釧 路 町 817,000 681,000 平27.4.1 613,000 平27.4.1

釧 路 市 955,000 790,000 令1.7.1 700,000 令1.7.1

市町村長等 教育長

市町村長 副市町村長 適用年月日 教育長 適用年月日



（２）期末手当支給割合 （令3.1.1現在）

47

無

白 糠 町 － 2.225 2.275 4.50 平31.4.1 無

鶴 居 村 － 2.250 2.200 4.45 令2.12.1

無

弟 子 屈 町 － 2.250 2.200 4.45 令2.4.1 無

標 茶 町 － 2.000 2.500 4.50 令1.12.1

有

浜 中 町 － 2.225 2.225 4.45 令2.4.1 有

厚 岸 町 － 2.250 2.200 4.45 令2.11.27

有

釧 路 町 － 2.150 2.100 4.25 令2.12.1 有

１２月 合計 適用年月日

釧 路 市 － 1.700 1.650 3.35 令2.12.1

－ 2.225 2.275 4.50 平31.4.1

議長等 特別職報酬等
審議会設置状

況３月 ６月

白 糠 町 － 2.225 2.275 4.50 平31.4.1

令2.12.1 － 2.250 2.200 4.45 令2.12.1

－ 2.250 2.200 4.45 令2.4.1令2.4.1

鶴 居 村 － 2.250 2.200 4.45

弟 子 屈 町 － 2.250 2.200 4.45

4.25 令2.12.1

標 茶 町 － 1.800 1.750 3.55

浜 中 町 － 2.225 2.225 4.45

令2.12.1 － 1.800 1.750 3.55 令2.12.1

－ 2.225 2.225 4.45 令2.4.1令2.4.1

厚 岸 町 － 2.250 2.200 4.45

1.700 1.650 3.35 令2.12.1

釧 路 町 － 2.150 2.100 4.25 令2.12.1

令2.11.27 － 2.250 2.200 4.45 令2.11.27

－ 2.150 2.100

１２月 合計 適用年月日

釧 路 市 － 1.700 1.650 3.35 令2.12.1 －

市町村長等 教育長

３月 ６月 １２月 合計 適用年月日 ３月 ６月



（３）行政委員会委員の報酬 （令3.1.1現在）

月 月 月 月

3時間未満 3時間未満

3時間以上 3時間以上

月 月 日 日

月 月 日 日

月 月 日 日

月 月 日 日

月 月 日 日

月 月 日 日

月

月 月
（会長）

月 月

月 月
（会長）

月 月

月 月
（会長）

月 月

月 月 月 月

月 月 月 月

月 月
（会長）

月 月

月 月 月 月

月 月 月 月

日 日

平17. 4. 1
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委員長 日9,000   委員 日8,000 平 9. 4. 1

白 糠 町 7,830 7,830 平18. 4. 1

3時間以上 委員長 8,800　委員 8,200

厚 岸 町 委員長 日8,900   委員 日8,300 平12. 4. 1

釧 路 町
3時間未満 委員長 4,400　委員 4,100

平25. 4. 1

日　　　　8,800 日　　　　8,200
浜 中 町 委員長 日8,100   委員 日7,500 平19. 4. 1

鶴 居 村

標 茶 町 委員長 1回8,800   委員 1回8,600 平11. 4. 1

弟子屈町 委員長 1回8,000   委員 1回7,600

釧 路 市 委員長 日6,600   委員 日6,200 平17.10.11 月　　　59,000 月　　　47,000

固定資産評価審査委員会 公平委員会

知識経験 議会選出 適用年月日 委員長 委員

平18. 4. 1白 糠 町 85,770 71,640 平18. 4. 1 52,560 40,140

平17. 4. 1

鶴 居 村 77,000 63,000 平 9. 4. 1 60,000 47,000 平 9. 4. 1

弟子屈町 70,300 70,300 平17. 4. 1 56,000 44,600

平19. 4. 1

標 茶 町 80,000 68,000 平27. 5. 1 66,000 56,000 平29. 7. 20

浜 中 町 70,200 70,200 平19. 4. 1 53,700 43,300

平25. 4. 1

厚 岸 町 78,700 68,700 平12. 4. 1 59,600 46,600 平12. 4. 1

釧 路 町 78,000 68,000 平25. 4. 1 59,000 49,000

（非常勤）160,000 59,000 平17.10.11 59,000 47,000 平17.10.11
釧 路 市

（常勤）680,000 令1.  7. 1

監査委員 農業委員会

知識経験 議会選出 適用年月日 委員長 委員 適用年月日

平 9. 4. 1

白 糠 町 － 40,140 平18. 4. 1 10,080 8,460 平18. 4. 1

鶴 居 村 － 47,000 平 9. 4. 1 9,000 8,000

平11. 4. 1

弟子屈町 － 44,600 平17. 4. 1 9,000 8,000 平27. 4. 1

標 茶 町 － 50,000 平11. 4. 1 10,400 8,600

平12. 4. 1

浜 中 町 － 43,300 平19. 4. 1 8,100 7,500 平19. 4. 1

8,800 8,200

厚 岸 町 － 46,600 平27. 4. 1 8,900 8,300

平17.10.11

釧 路 町 月 － 月 49,000 平25. 4. 1
4,400 4,100

平25. 4. 1

釧 路 市 － 97,000 平17.10.11 59,000 47,000

教育委員会 選挙管理委員会

委員長 委員 適用年月日 委員長 委員 適用年月日



４．広域行政の状況

（１）一部事務組合の設置状況

（２）広域連合の設置状況

（３）機関の共同設置状況

（令3.1.1現在）

-

厚岸浜中介護認定審査会 平11. 7. 1
厚岸郡厚岸町住の江1丁目2番地
厚岸町保健福祉総合センター内

（厚岸町）
会長　平良木　宣行 厚岸町、浜中町 介護認定審査会事務 -

釧路町村公平委員会 昭26. 8.13
白糠郡白糠町西1条南1丁目1番地1
白糠町監査委員事務局内

（釧路町）
及川　晃仁

釧路管内全町村、一部事務組合
（釧路公立大学は除く）

地方公務員法第８条第７項
及び第５１条の規定による
事務

5
釧路市、釧路町、厚岸町、弟子
屈町、鶴居村、白糠町

機関の名称 設置年月日 事務所の位置 委員長等
機関を設置する
地方公共団体

共同処理事務の内容 職員数

ごみ処理施設の設置、管理　
及び運営に関する事務

5

組合の名称 設置年月日 事務所の位置 広域連合長
広域連合を設置する

地方公共団体
共同処理事務の内容 職員数

釧路・根室広域地方税滞納
整理機構

平19. 4. 1
釧路市浦見2丁目2番54号
釧路総合振興局内

白糠町長
棚野　孝夫

釧路町、厚岸町、浜中町、標茶町、弟子屈
町、鶴居村、白糠町、中標津町、羅臼町、
別海町、標津町

地方税の滞納処分に関す
る事務

59

釧路白糠工業用水道企業団 平 3. 4. 1
白糠郡白糠町西1条南1丁目
1番地1 白糠町役場内

白糠町長
棚野　孝夫

釧路市、白糠町 工業用水道に関する事務 2

釧路公立大学事務組合 昭62. 2.20 釧路市芦野4丁目1番1号
釧路市長
蝦名　大也

釧路管内全市町村
公立大学の設置、管理及
び運営に関する事務

標茶町、弟子屈町、鶴居
村

消防に関する事業 80

釧路東部消防組合 昭49. 4. 1
厚岸郡厚岸町宮園2丁目414番
地2

厚岸町長
若狹　靖

釧路町、厚岸町、浜中町 消防に関する事業 109

共同処理事務の内容 職員数

川上郡衛生処理組合 昭45. 9. 1
川上郡標茶町字熊牛原野
西18線9番1の3

標茶町長
佐藤　𠮷彦

標茶町、弟子屈町 し尿処理に関する事務 1

組合を設置する
地方公共団体

49

組合の名称 設置年月日 事務所の位置 組合長等

釧路北部消防事務組合 昭48. 4. 1
川上郡弟子屈町美里3丁目
8番1号

弟子屈町長
德永　哲雄

釧路広域連合 平14. 8.12 釧路市高山30番地１
釧路市長
蝦名　大也



５．市町村が出資している法人の状況

　民法・商法に基づくもの （令3.1.1現在）

市

市

市

市

市

市

市

白

市

市

市

市

市

市

釧

厚

浜

弟

鶴

白

浜中町就農者研修牧場

株式　
会社

9,650 350 10,000 村有施設の管理運営
（平4.4.1)

白糠町振興公社
商法

株式　
会社

52,550 25,500 78,050
道の駅「しらぬか恋問」の運
営管理（昭48.4.1)

(平16.10.29)

弟子屈町振興公社
商法

株式　
会社

4,500 5,500 10,000
観光レストハウス等の
管理運営（昭52.9.30)
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鶴居村振興公社
商法

（平4.4.22)

商法
株式　
会社

35,000 30,000

釧路町振興公社
商法

株式　
会社

20,000 5,000 25,000
町が設置する公共施設の管理
委託

65,000
厚岸味覚ターミナル・コンキリ
エの管理運営（指定管理者）（平5. 6. 1)

商法
有限　
会社

20,000 20,100 40,100 新規就農者の育成と確保

厚岸味覚ターミナル

阿寒カントリークラブ
商法

株式　
会社

2,000 32,500 34,500 ゴルフ場の経営
（昭46.11.17)

（平20.7.10)

150,000
不動産の取得、管理、賃貸、市
より委託を受けた事業の執行（昭63.8.9)

まちづくり釧路
商法

株式　
会社

1,000 8,500 9,500
都市開発に関する企画調整、
中心市街地活性化に関する調
査・会議運営業務

（昭52.8.11)

釧路広域振興公社
商法

株式　
会社

50,000 100,000

10,000
フィッシャーマンズワーフの
管理運営

（昭48.3.31)

阿寒町観光振興公社
商法

株式　
会社

5,250 4,750 10,000 観光施設の管理運営等

（平14.7.31)

釧路河畔開発公社
商法

株式　
会社

5,663 4,337

99,420 水産団地の汚水処理等
（昭49.7.29)

釧路根室圏産業技術 
振興センター 民法

公益
財団
法人

20,000 10,000 30,000
釧路根室圏の総合的な産業技術
振興、釧路工業技術センターの
管理運営

17,000

8,000

（昭43.11.8)

釧路水産団地公社
商法

株式　
会社

74,420

25,000 港湾施設の管理運営
（昭44.6.6)

釧路重工業
商法

株式　
会社

20,000 160,000 180,000 船舶の製造、整備

（昭48.11.10)

釧路西港開発埠頭
商法

株式　
会社

12,500 12,500

熱供給事業
（昭57.10.23)

釧路中央市場サービス
商法

株式　
会社

1,750 18,250 20,000
青果物等の取引代金精算業
務、場内警備、施設維持管
理、諸費用の収納業務

釧路熱供給公社
商法

株式　
会社

60,00060,000

北斗霊園
民法

公益
財団
法人

20,000 2,000 22,000 墓園経営
（昭53.4.3)

エフエムくしろ
商法

株式　
会社

1,000 71,000 72,000

名称
（設立年月日）

根拠　
法令

法人の
形態

出資金額（千円）
主要業務

地方公共団体 その他 計

釧路市全域、釧路町及び釧路
管内の一部を対象としたFM及
びインターネット放送（平6.6.28)



６.　支所・出張所・行政センターに関する調

７.指定金融機関に関する調 （令3.1.1現在）
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浜 中 町 大地みらい信用金庫 平13. 3.19 白 糠 町 北海道銀行 昭43. 6. 1

厚 岸 町 大地みらい信用金庫 令2.8.1 鶴 居 村 なし

釧 路 町 北陸銀行 昭63. 4. 1 弟 子 屈 町 釧路信用金庫 昭48.12.21

釧 路 市 北洋銀行 平17.10.11 標 茶 町 北洋銀行 昭42. 6. 1

市町村名 指定金融機関 指定年月日 市町村名 指定金融機関 指定年月日

○ ○

白 糠 町 庶路支所 3,045 85.0 ○ ○ ○

弟 子 屈 町 川湯支所 1,055 114.21 ○ ○ ○

○

○ ○

茶内支所 1,758 167.28 ○ ○ ○ ○ ○

○

浜 中 町
浜中支所 1,008 182.48 ○ ○

厚 岸 町

○

○ ○ ○ ○

上尾幌駐在所 136 45.89

湖南地区出張所 3,187 64.92 ○

○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

雪裡支所 ○ ○ ○ ○釧 路 町

昆布森支所

19,392
(町内全域対象)

252.66
(町内全域対象)

○

○

音別町行政センター ○ ○ ○ ○ ○

阿寒湖温泉支所 ○ ○ ○ ○

○

遠矢支所 ○

○

阿寒町行政センター ○ ○ ○ ○ ○

大楽毛支所 ○ ○ ○ ○
釧路市

鳥取支所

165,667
（市内全域対象）

1,363.29
（市内全域対象）

○

○

桜ケ岡支所 ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

春採支所 ○ ○ ○ ○

（令3.1.1現在）

支所・出張所 人口 面積k㎡

窓口事務の状況

全事
務

住民
基本
台帳

印鑑　
証明

戸籍 収納
証明　
事務



８.　電子計算機の導入状況（自－自己処理、委－委託処理）

（令3.1.1現在）
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白 糠 町 昭50.4 自 自 自・委 自 自・委 自・委

自 自 自・委 自

自・委

鶴 居 村 昭52.4 自 自・委

自（一部) 自 自・委 自・委弟 子 屈 町 昭44.4 自 自・委

自 自 自 自 自標 茶 町 昭52.4 自 自 自

自 自 自 自 自・委浜 中 町 昭49.5 自 自 自・委

自 自 自 自 自厚 岸 町 昭45.4 自 自 自・委

自 自 自・委 自・委釧 路 町 昭49.4 自 自 自・委

自 自 自 自・委

市町村名 開始年月

事務の内容

人事　
管理

給与 税務

自釧 路 市 昭43.4 自 自 自

財務　
会計

国民　
年金

上下　
水道

病院
その
他



９．公共施設の状況

実延長　ｍ 面積　㎡ 箇所数 面積　㎡

釧 路 市 1,263,632 15,777,450 6,475 255 4,008,100

釧 路 町 2,822,925 3,594,309 246 40 3,125,132

厚 岸 町 334,027 5,147,080 374 16 429,900

浜 中 町 390,663 6,586,264 257 0 0

標 茶 町 728,989 12,259,350 477 13 484,300

弟 子 屈 町 415,711 5,496,464 609 5 80,400

鶴 居 村 286,657 4,779,061 297 0 0

白 糠 町 340,896 5,219,157 487 26 844,612

合 計 6,583,500 58,859,135 9,222 355 8,972,444

処理人口（人） 年間総収集量　　
（キロリットル）

処理人口（人） 年間総収集量
（t）

釧 路 市 9,149 5,670 166,753 65,505

釧 路 町 2,956 3,762 19,447 5,469

厚 岸 町 3,158 4,619 9,151 3,629

浜 中 町 923 2,684 5,643 2,236

標 茶 町 1,605 2,618 7,419 2,248

弟 子 屈 町 2,634 3,893 7,208 2,931

鶴 居 村 37 258 2,534 812

白 糠 町 3,838 5,753 7,616 2,391

合 計 24,300 29,257 225,771 85,221

53

(令2.3.31現在）

道路
公営住宅戸数

都市公園

廃棄物処理施設

し尿処理 ゴミ処理施設



９．公共施設の状況（続き）

箇所数 延面積　㎡ 箇所数 延面積　㎡ 箇所数 延面積　㎡

釧 路 市 56,285 0 0 0 0 5 2,700

釧 路 町 5,550 0 0 0 0 3 2,512

厚 岸 町 3,256 0 0 1 3,326 9 4,479

浜 中 町 1,788 0 0 0 0 5 2,568

標 茶 町 2,536 0 0 1 2,615 10 3,725

弟 子 屈 町 2,819 1 40 0 0 2 1,940

鶴 居 村 815 0 0 0 0 2 811

白 糠 町 3,154 0 0 0 0 3 1,273

合 計 76,203 1 40 2 5,941 39 20,008

児童館
生活館・
隣保館

市民会
館・公会

堂

公民館 図書館 博物館

釧 路 市 21 6 3 1 5 2

釧 路 町 2 1 0 3 0 0

厚 岸 町 2 1 0 5 1 1

浜 中 町 0 0 2 0 0 0

標 茶 町 2 0 0 6 1 1

弟 子 屈 町 2 1 1 1 1 0

鶴 居 村 0 0 0 0 1 0

白 糠 町 2 1 0 1 0 0

合 計 31 10 6 17 9 4

体育館 陸上競技場 野球場 プール

釧 路 市 3 2 13 4

釧 路 町 1 0 1 1

厚 岸 町 2 0 1 1

浜 中 町 3 0 0 1

標 茶 町 3 0 1 5

弟 子 屈 町 1 0 1 1

鶴 居 村 4 0 1 0

白 糠 町 2 0 1 1

合 計 19 2 19 14
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(令2.3.31現在）

老人福祉施設 児童福祉施設

６５歳以上
の人口
（人）

養護老人ホーム（市町村立） 特別養護老人ホーム（市町村立） 保育所

その他の施設（市町村立）

その他の施設（市町村立）

体育施設



１０．　釧路町村会等の役員に関する調 （令3.1.1現在）

会長 副会長 理事 監事

棚野　孝夫 德永　哲雄
若狹　靖

大石　正行
松本　博

佐藤　𠮷彦
小松　茂

八幡　豊行 冨田　忠行
橋口　春樹
菊地　誠道
松井　廣道

堀　守
波岡　玄智

藤田　榮一 大島　守
室　美津雄
細谷　照雄
野田　孝

矢代　雅寛
田畑　秀子

佐野　正二 串田　明
黒田　庄司
真鍋　雅史

蝦名　大也

棚野　孝夫
德永　哲雄
松永　征明
富田　忠行
栗林　定正

（常任理事）
小松　茂
若狹　靖
松本　博
佐藤　𠮷彦
大石　正行
栗林　定正
中山　勝範
川口　覚　
柳谷　法司
田中　進
山﨑　正明
白崎　義章

松井　廣道
織田　亨

団体名 事務局長

釧 路 町 村 会 澤野　貢一

釧 路 町 村
議 会 議 長 会 松岡　尚之

釧 路 町 村 選 挙
管 理 委 員 会
連 合 会

澤野　貢一

釧路町村等監査委
員 協 議 会 常谷　裕樹

釧 路 地 方 総 合
開 発 促 進 期 成 会 二俣　克哉

１１．公の施設の区域外設置状況

施設 設置場所 設置年月日

上 水 道 釧路町 平25. 4. 1

水 面 貯 木 場 釧路町 昭41. 9. 1

火 葬 場 釧路町 昭44.12.10

公 園 釧路町 昭51. 4. 7
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公園としての寄付がなされたため

釧
路
市

（令2.4.1現在）

設置理由

釧路町水道事業の給水区域を釧路市水道
事業の給水区域に編入するため

港湾施設整備につき釧路市に適当な土地
がないため

釧路市に適当な土地がないため

事
　
　
務
　
　
局

所在地

釧路市浦見２丁目２番５４号
釧路総合振興局内

弟子屈町中央２丁目３番１号
弟子屈町議会事務局内

釧路市浦見２丁目２番５４号
釧路総合振興局内

釧路町別保１丁目１番地
釧路町監査委員事務局内

釧路市黒金町７丁目５番地
釧路市役所内

釧 路 地 方 総 合
開 発 促 進 期 成 会

釧 路 町 村 会

釧 路 町 村 議 会 議 長 会

釧路町村選挙管理委員会連合会

釧 路 町 村 等 監 査 委 員
協 議 会


